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平成23年に実施する医療施設調査の概要 (案 )

1 調査の目的           |

この調査は、全国の医療施設 (医療法 (昭和 23年法律第 205号)に定める病院・診療所)の
分布及び整備の実態を明らかにするとともに、医療施設の診療機能を把握し、医療行政の基礎

資料を得ることを目的とする。          、

2 調査の種類、期間及び期日  :         `               )

(1)静態調査
(3年に 1回) 平成 23年 10月 1日 現在        .

(2)動態調査
(毎月)    開設、変更等のあつた都度

3 調査の対象

(1)静態調査・調査時点で開設 している全ての医療施設          i
(2)動態調査 開設・廃止等のあうた医療施設
(3)医療施設には、往診のみの診療所を含むがヽ助産所、介護者人保健施設、保健所は除く。

4 調査の事項                               ‐'

″ 施設名、施設の所在地、開設者(診療科日、設備、従事者の数及びその勤務の状況、許可病
床数、社会保険診療の状況、救急病院 =診療所の告示の有無、診療及び検査の実施の状況、そ
の他関連する事項

5 調査の方法及び系統

(1)静態調査は、医療施設の管理者が自ら調査票に記入する自計方式による。

資料1-1

医療施設厚生労働省 一二――‐一 都道府県        保健所

:  L二保健所設置市・特別区 」

(2)動態調査は、開設・廃止等の申請・届出に基づいて、都道府県知事又は保健所を設置する
市・特別区の長が動態調査票を作成し、厚生労働大臣に提出するざ    :

サ早生務        網 有県 ………………̈=………・・̈・.¨………|…………・病院・形蕩司〒
L保嚇 市 ,特別区 =…

‐・
I………・趙 〒

6 結果の集計・公表

集計は、厚生労働省大臣官房統計情報部において行い、結果は集計後すみやかに公表する。
′



平成 23年に実施する医療施設調査の主な改正点 (案 )

.改正の趣旨.          1    :
医療行政に関連する施策の推進・企画立案の基礎資料として、救急医療体制の状況、医療施
設の情報化にっいて引き続き調査を行うほか、医療施設に関連する制度の新設・変更に対応し
た調査項目の追加・変更を行うとともに、行政記録情報や他の統計調査と重複する調査項目及
び傾向が把握された調査項目の是正、記入者負担の軽減の観点から見直しを行う。   1

2.主な改正点
○施策立案の基礎資料とするための追加 1変更項目
1.産科、小児 L周産期医療に関連する調査項目の追加
・専門外来の設置として助産師外来を追加      ‐ :
F手術等の実施状況の分娩の取扱に院内助産所の有無を追加
・保育士の常勤換算数を追加
:特殊診療設備にCC∪ (新生児治療回復室)の病床数及び患者延数を追加

2.医 療安全に関連する調査項目の追加         :
'処方の状況等に内服薬処方せんにおける分量の記載方法を追加
・医療安全体制に院内感染防止対策の専任担当者の状況を追加

3.そ の他の変更
'医師事務作業補助者の有無及び数を追加   ‐
・特殊診療設備に陰圧室の病床数、患者延数を追加
・新人看護職員研修の状況を追加
・インプラント手術の実施状況を追加     |      |
:従事者数の歯科衛生士:・ 歯科技工士について常勤 `非常勤別の常勤換算に変更

〔病院票

〔病院票

〔病院票

(18)、 T般診療所票 (17)〕
(31)、
二般診療所票 (25)〕

(16)、 一般診療所票 (28)〕
〔病院票 (28)〕

〔病院票 (12)〕
〔病院票 (26)〕

〔病院票 (15)〕
〔病院票 (28)〕
〔病院票 (35)〕

〔歯科診療所票 (19)〕
〔歯科診療所票 (21)〕



2.主な改正点 (続き)

○制度改正等に伴う変更

:開設者の区分に「国立高度専門医療研究センタ
=」
を追加
〔病院票 (4)、 一般診療所票 (4)t歯科診療所票 (4)〕

○調査項目の整理

・療養病床介護保険適用分のHll除

・回復期リハヒlリテーション病棟、認知症病棟、介護保険移行準備病棟、

経過型介護療養型医療施設の削除

・診療録管理専任従事者の削除

・定期的な臨床病理学的症例検討会 (CPC)の実施の削除

・健診・保健指導の削除

・歯みがき指導室の削除

〔病院票 H20(5)、 一般診療所票

老人性認知症疾患療養病棟、
〔病院票

〔病院票

:     
〔病院票

〔病院票 H20(16)、 一般診療所票

〔歯科診療所票

H20(5)〕

H20(5)〕

H20(14)〕

H20(15)〕

H20(12)〕

H20(17)〕



資料1-3

平成 23年に実施する 医療施設調査

資料1-3-1医 療施設静態調査病院票

資料1-3-2医 療施設静態調査止般診療所票

資料1-3-3医 療施設静態調査歯科診療所票

資料1-3-4医 療施設動態調査票

案
／

１

＼西一ホ
査調

厚 生 労 働 省



資料 1-3-1

統 計 法 に 基 づ く

基 幹 統 計 調 査 医療施設静態調査

病院票(案 )

※

整理番号

注 :※印の箇所は、記入しないでください。

厚生労働省
(平成23年 10月 1日 現在 )

市区町村

符号  l  l

=(1

1  体止中
2  1年以上休診中
3  1年未満休診中

一Ｔ TEL

※
躍
帯
所

1縦 〉麟 ギぼ警 おⅢⅢ議‐彙

"|ヽ

1011 19う億者数: (10)科耳♂l至里 輝
響一

筆

一
・難|

鸞
曜 鷺 :::|

麟 合に直ヨ晨窮諄目1:覆豪豪凛饉

三男性医師 群 藤
=女
性医師等資

Ｈ

ン

Ｘ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

り

お

質

10 日赤

11済生会

12北海道社会事業協会
13厚生連
14国民健康保険団体連合会

15全国社会保険協会連合会
16厚生年全事業振興団
17船員保険会
18健康保険組合及びその連合会

19共済組合及びその連合会
20国 民健康保険組合

21公益法人
22医療法人
23私立学校法人 *

24社会福祉法人
25医療生協
26 `≧ tL

27その他の法人

28個人

I

杓科 人 人 人 澪 :1人

呼吸器内科 人 人 人 霧¬天
循環器内科 人 人 串 1人

消化器内科 (胃腸内科 ) 入 人 1人 111 1人

腎臓内科 人 人 人 ■崚 :人

神経内科 入 人 人 人

糖尿病内科 (代謝内科 ) 人 人 :ン 、` 六

血液内科 人 人 人 人

皮膚科 人 人 人 ■1熾 人

アレルギー科 人 人 人

11 リウマチ科 メ 人 人 バ

感染症内科 人 人 人 人

小児科 人 人 繭 パ

精神科 人 メ 人
|●= 人

心療内科 人 メ 1ス

Ⅱ

外 科 人 人 :人

呼吸器外科 人 人 人 パ

心鮭血管外科 人 メ
一■
ス

手L腺外科 人 ス
|:41

人

気管食道外科 人 人 薫 人

消化器外科 (胃腸外科 ) 人 人

泌尿器科 人 ス 蒸壕 1人
肛P5外科 人 人

脳神経外科 入 人 議 外

整形外科 八 人 ス

形成外科 人 人 人
ゝ職 人

美容外科 人 人 人 螢 人

一
眼科 人 人 一素 人

と9医育機関(再掲) 耳鼻いんこう科 人 メ 人 ま 人

疇 小児外科 人 メ メ 構  1人

精神病床 時 産婦人科 人 人 人

感染症病床 時 産科 人 人 人 難 人

結核病床 購 婦人科 人 人 爾 人

療養病床 麻

lll

34 リハビリテーション科 人 人 人 人

一般病床 時 放射線科 人 人

合計 時 麻酔科 人 人 人 壌 1人

醸 病理診断科 人 人

臨床検査科 人 人 人
闘
置 人

1  保険医療機関
2  自由診療のみ

救急科 人 人 誦 人

40 歯科 人 メ ■翼 人 :人

鞭 織 矯正歯科 人 ス ス :ノ 、`

1 有
2 無

小児歯科 人 ス ,こ 人 霧 人

43 歯科口腔外科 人 人
ウ

・
払

― ン ヘ



薩 慈 1■辮 難 華議言
==藤
ユ:鶴ifl姜:IIII三秦舞11苺|,

初診の患者の数                        人

人

診療時間外に受診した患者の延数       1        人

|,実設[翼L走曇諭坂 |
1聡雛識木 願諸

坂 | 人

2

1 禁煙外来

助産師外来

購憑爾雛轟難諄警錢 1響
姜摯

繭

凛幸串者への机方教 1    院内処方数    1      口 給食(患者用 1 2 4 5

(9月 中の延回数) 1  院外処方せん交付数  :       回 滅菌(治療用具)      1 1 1 2 1 3 1 4 5

医療用麻薬の処方
有

無

保守点検業務(医療機器) 1 1 1 2 1 3 1 4

検体検査         1 1 1 2 1 3 1 4
‐５
一「

内服薬処方せんにおける分量の記載方法の規定  いずれかひとつにO 保守点検業務∈疲ガス供給設鎌)1   1   1   2 3

1

2

3

1回量を処方の基本単位としている

1日 量を処方の基本単位としている

1回量と1日 量の併記としている

規定なし4

1 2

患者の搬送        ,    1   1   2
「
一‐３

11う競麻壽籠申■ |.titl=||い う燥0は 10月 1日現在の人数を記入して
ください: 通常の1退間の診療時間            | | : :・ : 1時 間

いる  (      人 )

いない

合計は時間単位とし、01～59分の分単位は全て05時 間とみなし記入してください。

表示診療時間  通常診療している時間帯すべてにOをつけてください。

111赫 整支援担当者 It■場拿|まlo,11■在の人摯を尋入望りださし`: 卿 1櫛 1雑 1話譜駆:曇蟹露
月曜日 ~~~‐  ! 1 2 13141 51617

1  いる (       人 )■退院調整加算の施設基準を満たす場合のみ

2  いない

“

樺華 事議簡 弱な
=,聟
喧 肇
1明 11現在●痣睦記入LtCきいL メ(1糧 日       1  1  1  2  1 3 1 4 1 5 1 6 1 7

1  いる (       人 ) .医師事務作業補助体制加算の施設基準を
2  いない             

たす満たさなしヽこ関わらず記入

水日露日   111213 4‐ 516 7

木曜日 ~~  1 1 1~2~1 3 1 4:~5  6 1 7

:動蓄難塞■泰馨||:1奮肇:1安警,い ・、需
・
‐ 金1霊 日   111213141516 7

磁奮奪
=織
彗騨 .11tl=種 :111■■1鏃i以下第率興繕

=^
土曜日    1 1 ‐ 2 3141 5 61 7

1  い る ―一 ― 一 一
事  保 育 士 数 (常勤 換 算 )

2  いない     |
人

日
'露

日       1  1  2  1 3 1 4 1 5 7

1 2休 日 73

ぽ
21う受動喫煙防止対策の状況■ ● :ιlずれかひとつにol‐

1  敷地内を全面禁煙としている

2  施設内を全面禁煙としている

3  喫煙場所を設置し、非喫煙場所に煙が流れ出ないよう措置している

4  その他(1～ 3以外の措置を講じている)

5  何ら措置を講じていない

救急医療体帯!  1  1 初期 (初期救急医療体制)

1  2 二次(入院を要する救急医療体制)
.  3 三次(教命救急センター)

1  4 体制なし

夜間(深夜も含む)救急対応の可否  |ほ写籠
日
1週警理
日

|    |

遍1～ 2日 ほとんど
可能 1不可能

|

3

3      4

多発外傷への対応

外 科 1 2

脳神経外科 1 2

1 2 握11偲肇[]1矧

していない

夜間保育
 | :曇

病児保育
 | :通

肇|::覺酸:[菫∫厖[墨師
鶏i3その他の自施設の議員

暑|:[諦
設の議員

精神科救急医療体制 体制あり

体制なし

夜間(深夜も含む)救急対応の可否

精神科

ほぼ毎日

可能

1

週 3～ 5日
可能

2

週 1～ 2日

可能

3

ほとんど
不可能

4



饉

オーダリングシステムの導入状況

導入しているもの全てにO
医用画像管理システム(PACS)の
導入状況

医療保険等による在宅サービス 1実施している   2実 施していない

I 往診 件

1  検査
2  放射線
3  薬剤
4  栄養
5  導入していなし

施

施

用

実
　
実

運

全
　
部

啄
　
を元
　
　
一

ムル
　
ー
　
２

イフ
　
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｔ

有

」

1 在宅患者訪問診療           102 件

歯科訪問診療 件

救急la・送診療 イキ

在宅患者訪問看護・指導 05 1 件

精神科在宅患者訪問看護。指導 件

在宅患者訪問リハビリテーション指導管理  1071 件

訪問看護ステーションヘの指示書の交付 件

在宅看取り 件

介護保険による在宅サービス  1実 施している   2実 施していない

][[[i[1、 IilI

具体的な導入予定がある

導入予定なし

活用状況の範醸 居宅療養管理指導(介護予防サーヒ
・スを含む) 件

1  自施設内

2  患者へ情報提供
3  他の医療機関等と連携

訪問看護(介護予防サーヒ
・スを含む)    111 1牛

1 訪問リハビリテーション(介護予防サーヒ
・スを含む

'12

件

褥 咸導入予定時期

1  平成23年度
2  平成24年度
3  平成25年度
4  平成26年度以降

01～06はそれでれの診療報酬上の施設基準又:ま要件を満たすもののみ記入

ICU(特定集中治療室)    101 床 メ

SCUO悩卒中集中治療室)   102 床 人

1萎かヽ軸議蒻議を彗毒わ無 重0・I鼻現注赫援
…

tl■ MFICU(母 体・胎児集中治療室)103 床 メ

遠隔画像診断  1 有 ―→

2無
受信  依頼元施設数 (    施設 )

送信  依頼先施設数 (    施設 )

無菌治療室(手術室は除く)  1041      床 人

放射線治療病室       1051      床 人

遠隔病理診断  1 有 ―→

2 1驚

受信  依頼元施設数 (    施設 )

送信  依頼先施設数 (    施設 )

外来化学療法室       1061      床 人

07は新生児特定集中治療室管理料の施設基準を満たすものに加え、
総合周産期特定集中治療室管理料の施設基準を満たすものを含む。

遠隔在宅療養支援 1 有 ¬レ 受信  依頼元患者数 (     人 )

2 1〔 NICじ(新生児特定集中治療室)1071      床 人

:わい
08～ 11は診療報酬上の施設基準又は要件を満たす満たさないに関わらず記入

責 任 者

医師
1農
酷
1耐

師
1隻lζ義言言1言[|そ

の他
・雪

CCU(′い臓内科系集中治療室) 108 床 人

GCじ (新生児治療回復窒)   109 床 人

PICU(小児集中治療室)   110 床 人

三療安全体制 (全般 ) : 3  415 61 71 8‐  9 陰圧室           111 床 人

亮内感染防止対策 1 2 3 5 7

医療機器安全管理 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1＼ ヽ＼
＼
＼、

蛋薬品安全管理  1 1 1 2 1 3 1 4 1＼ 、ゝ
＼`
＼ |＼ 、`、

＼
＼ヽ
＼
＼ 緩和ケア病棟

銅

] [鶴
取壌患者延数「

)  

人 )

院内感染防止対策の専任担当者の状況

1  いる  (      人 )

2  いない

院内感染防止対策のための施設内回診の頻度

1 ほぼ毎日   2 週1回以上   3 月2～ 3回程度

4 月1回程度  5 月1回未満

医療機器安全体制の保守計画の管理

保守計画の策定

1 -括 管理   2 病棟・部門ごと  3 その他

保守計画の実施

1 -括 管理   2 病棟・部門ごと  3 その他

緩和ケアチーム

有

Ｉ
Ｌ [1%迅者ポ カ

患者相談担当者の配置の有無

1 有      2 無



蒻 俯 顆 絣 鷲諫
喜輔 罐登鶴欝雛線毒14お塑壼滋摯文鷺黎癬麟霧
1  歯科診療台    (       台 )

啓塩定量測定        1011      人1-
鰊 蔚     ‐

―

ヽ
― ―

上部消化管内視鏡検査 *

大腸内視鏡検査 *

2  デンタルヽ繰装置 (アナログ)   6  ポータブル歯科ユニット

3  デンタル鎌 装置 (デジタル)   7  オートクレープ

4  パノラマ線 装置 (アナログ)   8  吸入鎮静装置

5  パノラマ線 装置 (デジタル)

血管連続撮影 :=脚賛::■華戦 |‐

=
I DSA(再 掲) 剖検の有無

1  している  9月 中の剖検 (     件 )

2  していない
ヽ

-">+/771- I 08  l
ム
ロ

RI検査(シンチグラム)     1091       人 |

SPECT(再掲) 10    人    台

9月 中の死亡数 (     人 )

割検をしていなしヽ場合も、9月 中の死亡数を記入してください。

lPET iper tti ,\l # :卜「音1:静Ⅲ
==' PETCT ' 12 Ar 5

CT  I マルチスライスCT l 131        
人1      台

その他のCT TL
t* /\ p

1 新人看護職員がいる

LI:3iOIFI[色∬IIIIFヽ静穆[曇愴[::、る
2 新人看護職員がいない

MRI 1 15テ スラ以上 15

16L5テスラ未満

人 |

人

ム
ロ

3D画像処理

1 冠動脈 CT・ 心臓MRI(再掲 )

31)手術等の寒施状況:| .9月 中の実施件数

全身麻酔 (静脈麻酔は除く)    101

内視鏡下消化管手術        102 8じ商 |(看轟 鷲 轟 動 1看 護単位数

1 肺(再掲)

:

絶蠍付一――

悪性腫瘍手術

1 準夜勤                 ~

二交代制   =一 ――一_|_■ 生

=翌

雲
霊―|―――一―――

1 深夜勤    2人 配置  |
|      1 3人 以上配置 |

|      1  1人 配置  |
二交代制   1  夜動  1  2人 配置  |

1 3人以上配置 |人工透析             i ll
(人工透析装置の台数)     |

分焼(正常分娩を含む)       1 12

件

一っ

件

帝王切開税出術(再掲)   i13 (牛

|      1  1人
配置  :

当直制。他   1  夜勤  1  2人 配置  |

|      1 3人 以上配置 |

分娩の取扱                 小数点以下第2位四捨五入 認入例 二交代の体制をとる病棟に、1看護 1ユ位(準夜動 3人 、深夜勤 2人 )で看議している場合

2

1 取り扱つている

取り扱つていない

担当医師数(常勤換算 )| | | | ||| |

担当助産師数(常勤換算)| | : : ::: :

1

院内助産所の有無
有

撻
一

I X線シミュレーター1 1 1     人 ム
ロ

褥
ム
ロ

一
ム
働

放射線治療(体外照射)      1 4 1     人 ヽ 纏 な職輩塾ξ
=F:登
薇議簿響姜ヽ着機 Ⅲ壌響球:難簗難勢:崚纏響

|

ムロ
一 ム●

(所 属 )

(氏 名 )

放射線治療(腔内・組織内照射)   1 7 人 ヽ

I RttS(再掲) 8 人
工
〓

IMRT(強度変調照射)等の高精度照射 1 9 1有   2無
ご協力ありがとうございました



資料l-3-2

統 計 法 に 基 づ く

基 幹 統 計 調 査 静態調査

一般診療所票(案 )

療施設

※
整理番号

注 :※印の箇所は、記入しないでください。

保健所

厚生労働省
(平成23年 10月 1日 現在 )

市轟本ま| : | | |

:中
|||:1誓|

TEL

縄選轟ふ11蓋||:|=■111■ :髭跳]議ユil■■:|||‐||:|||1蝙
01 厚生労働省
02 独立行政法人回立病院機構
03 国立大学法人
04 独立行政法人労働者健康福祉機構
05 国立高度専P号医療研究センター
06 その他
07 都道府県
08 市町村
09 地方独立行政治人
10  日赤

11 済生会
12 北海道社会事業務会
13 厚生連
14 国民健康保険団体連合会
15 全国社会保険協会連合会
16 厚生年金事業振興団
17 船員保険会
18 健康保険組合及びその連合会
19 共済組合及びその連合会
20 国民健康保険組合
21 公益法人
22 医療法人
23 私立学校法人
24 社会福祉法人
25 医療生協
26 会社
27 その他の法人
28 個人

国

「
―
―
―
―
ヨ

I

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

15

内科

呼吸器内科

循環器内料

消化器内科 (冑腸内科 )

腎臓内科

神経内科

糖尿病内科 (代謝内科)

血液内科

皮膚科

アレルギー科

リウマチ科

感染症内科

小児科

精神科

心療内科

Ⅱ

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

外科

呼吸器外科

心臓血管外科

手し腺外科

気管食道外科

:肖化器外科 (冑 腸外科 )

泌尿器科

肛門外科

脳神経外科

整形外科

形成外科

美容外科

眼科

耳鼻いんこう科

小児外科

産婦人科

産科

婦人科

(も )許可病床数.■

療養病床 床

一般病床 床

合計 床

(t)1社会保険診療等の状況|=|=いずれ洵
=0111=■
■
=:|■

Ill

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

,ハ ビリテーション科

放射線科

麻酔科

病理診断科

臨床検査科

教急科

歯科

矯正歯科

小児歯科

歯科口腔外fi

1  保険医療機関又は保険医
2  自由診療のみ

(S たヽる場 積ゴ■1‐
・ =‐・

1●■:嬌■ltll■ lt r■ :■ 1‐二祥:ド|「 |ザ
二つ以上の科 目を標ぼうしている場合、

主たる診療科 目の番号を「(8)診療科 目」から

ひとつ選んで記入してください。 記入例 匝正ヨ

次ページヘ続く



(9)診療状滉■11■ 1繁 16)表示診療時間の状況

9月 30日 の在院患者数 人 通常の1週間の診療時間            | | l l・ l l時 間

9月 中に新たに入院した患者数 人 合計は時間単位とし、01～ 59分の分単位は全て05時 間とみなし記入してください

9月 中の退院患者数 人 表示診療時間  通常診療している時間帯すべてにOをつけてください。

9月 中の外来患者延数 人 囃 1揃 1雑 1譜語膳語競露1 初診の患者の数 (再掲) 人

診療時間外に受診した患者の延数 (再掲)

診療時間外に受診した患者のうち、

手L幼児(3歳未満 )の延数 (再掲 )

人

一
　

人

棄1翌 日     1  1  1  2  i 3 1 4 1 5 1 6 1 7

一火曜 日    1 1 1 2 314'5r617

1,234567水曜 日    |
一

―
― ― ― ― ― ― ― ― 一 |

1 lo)処方の林澪警111‐● ‐
‐
|■ iO,中?型 木曜 日      1 ‐ 2 1 3 5 6 7

nfrAtn. t5 E+lt-* *^DlL);ft Prr I e/J 4 金曜 日 ____1_ 1 . 2 1 3 1 41 5 _6二 _1
(9月 中の延回数) 1  院外処方せん交付数  1       回 ±3翌 日    112131415,617

2

! 偏

医療用麻薬の処方
整

日翼雇日     1  1 生_1 31 4二_5 1 61 7_
休 日     1  2 13141516:7

(11)診
―
 ■ ||● ‐ 1ヽずれかひとつに9 (17)専li外来の有無

‐ :あてはまるものすべてに0

1 -般 診療業務を主とする

2 TE談・指導業務を主とする

3 採血及び供血を主とする

4 検診業務(集団・個別)を主とする

5 検査業務を主とする

6 人工透析を主とする

7 巡回診療を主とする

8 休日夜間急患センター

9 介護保険サービス提供を主とする

1  禁煙外来

2 助産師外来

18)受動喫煙防止対策の状況 ‐‐ t'いずれかひとつ:10

1  敷地内を全面禁煙としている

2  施設内を全面禁煙としている

3  喫煙場所を設置し、非喫煙場所に煙が流れ出ないよう措置している

4  その他(1～ 3以外の措置を講している)

5  何ら措置を講じていない

(19)レゼプト処理用羞シビニ■ダニ | いずれかひとつ:Fσ

(12)期間診療薦 ::1■ |||■ あてはまる|?t,てにo 1  使用している

2  していない1  特定の期間(季節)にのみ診療を行う診療所

2 事業所内の診療 PjT

3  市町村保健センター内の診療所

4 該当なし

?,琴撃″ヤτγlτ今?琴ネ林攀|
. 1‐ 1 1 :   |‐  : ■

・
|:|

][[[][■ 、][i::ll]

具体的な導入予定がある ~

導入予定なし

活用状況の範囲

(13)退院調整支援担当者 し、る理合脚 0月 1日現在の人数を記入してくだOC｀ o 1  自施設内

2 患者へ情報提供

3 他の医療機鴇等と連携
1  いる (      人 ) *退院調整カロ算の施設基準を潤たす場合のみ

2  いない

11)]『TTIT「 FFllil■ 11‐7F? 1

導入予定時期

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度以降

2

3

救急告示の有無 1 2 螢
ヽ

一「

在宅当番 Ekl制 1 2 鉦
一

一月

精神科救急医療体制 1 2 撻
（有

夜間(深夜も含む)
救急対応の可否

1

2

3

l■ iま復テ日 ■`1ヒ

i固 3～ 5日 可能

週1～ 2日 可能

ほとんど不可能

(21)遠隔医療システムめ

…
1 1, t l 1    1 1 ‐‐li・ |‐

概

遠隔画像診断

1 
■[藁 機曇1暑藁 1 露|全部委託 ■部委託

委話して
,γ暑,:

喪

遠隔病理診断

l L[][ 
糠顧層曇 1 霜|籍謡な一一■■十争■:

保守点検業務(医療機器) 1 1 1 2 3

５

一
５

４ ‐

一
４ ‐

罐

―

一

  ‐

速隔在宅療養支援

1  有 ―
"・
受信  依頼元患者数   (     人 )

2  無



責 任 者

E瞬 1臨 1業
畑
1轟14:11量麟1塁塁:そのlt警、

全身麻酔 (静脈麻酔は除く) ‖

内視鏡下消化管手術       102 14

悪性腫瘍手術 件

医療安全体制 (全般)1 1 1 2 1 3 1 4 1 ]_1_f
71 81 9 件

院内感染防止対策 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9

医療機器安贅 理 1123 1部

胃(再掲)         105

肝臓(再掲)         106

件

一
件

医薬品安全管理 「「可

'■

4)ヽ＼ :＼卜ごヽ 大腸(再掲)         107 件

蒻
1位 前立腺(再掲)

季L房(再掲)

件

一
件

医療保険等による在宅サービス 1 実施している  2実 施していない 子富(再掲)         1 10 イ牛

往診 件 外来イヒ学療法          ‐ ll i          件

在宅患者訪間診療           1021      件 人工透析            |
1 1

(人工透析装置の台数)     |

＝

Ｉ

Ｅ歯科訪問診療  1           1031      件

救急搬送診療              .041       件 分婉(正常分境を含む)      1 13‐            件

在宅患者訪間看護・指導         1051       件 帝王切開娩出術(再掲)    1 141           件

1 精神科在宅患者訪間看護・指導 件
分境の取扱

小数点以下第2位四捨五入在宅患者訪間リハビリテーション指導管理  1071       件

訪問看護ステーションヘの指示書の交付    1081       件

取り扱つている

|

取り扱つていなし

担当医師数(常勤換算 ) 人

1 在宅看取り               1091      件 担当助産師数く常勤換算 ) :人

介護保険による在宅サービス  1 実施している  2実 施していなし

院内助産所の有無

有

　

　

無

1 居宅療養管理指導(介護予防サーヒ'スを含む)110

訪問看護(介護予防サーヒ
・スを含む)    1 11

訪間リハビリテーション(介護予防サーヒスを含む)12

在宅療養支援診療所の届出  いずれかにO施設数には自施設を含む。

1

ヒ
[言:』距[鷹菫芳数 I  T)

盤2

腑
患者数は、照射録の枚数又は       9月 中の
検査伝票を元に記入してください。    1  患者数

装置の

台数

巡 颯 放射線治療(体外照射)      1 1 1     人

骨塩定量測定        1011      人 がンマナイフ・サイハ
・―ナイフ(再掲)   1 2 1     人 ＾

ロ

気管支内視鏡検査*     '021      人 放射線治療(腔内・組織内照射)   1 3 1     人

上部消化管内視鏡検査*   103 ノ 爾 購

大腸内視鏡検査*      1041      人 1  歯科診療台    (       台)

血管連続撮影        105       人

2  デンタルX線装置 (アナログ)

3  デンタルX線装置 (デジタル)

4  パノラマX線装置 (アナログ)

5  パノラマX線装置 (デジタル)

6  ポータブル歯科ユニット

7  オートクレーブ

8  吸入鎮静装置

DSA(再掲)      1061      人

循環器DR(再掲)   1071       人

マンモグラフィー        1081       人

RI検査(シンチグラム)     1091       人

SPECT(再掲)    1101      人 |

PET  I  PET         l ll l         人 1       奮
I  PETCT        12 1         人1       台

CT  I マルチスライスCT 1 13 1        人

| その他のCT   1 14 1       人

MRI 1 15テ スラ以上   , 151       人1      治

1.5テスラ未満    1 161       人,     巻

3D画像処理        i171      人|ヽ

l冠動脈CT。 心臓MRI(再掲 ) 人

裏面へ続く



常 勤

医師
非常勤 (常動換算)  102 人

歯科医師
常 勤

非常動 (常勤換算)

秋
ト
人

薬剤師         (常 勤換算)  105 人

保健師           実人員  ‐06

(常勤換算)  107

体
Ｆ一」̈
簿

助産師           実人員

(常動換算)

1人

一::人

看議師           実人員 1 10 1

(常動換算)  1111

准看護師          実人員  1121
(常勤換算)  1131

看護業務補助者     (常 勤換算)  1141

理学療法士       (常 勤換算)  115

一
‐‐一‐
一　

一

』‐‐，一‐‐‐一‐‐‐」

」‘ｔ‐一‐‐，一‐，‐」

汰
｝
・」
‐人
，Ｆ
」

一一一一̈‥‥人一‐一簿十離一人
作業療法士       (常 勤換算)  116

言語聴覚士       (常 勤換算)  1181

―
義肢装具士       (常 勤換算)  1191

歯科衛生士       (常 勤換算)  1201

一　

一

い
一‐広
」
十人
‐̈
＾
一
人

歯科技工士

診療放射線技師

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

臨床工学技士

あん摩マッサーシ
・
指圧師   |

常勤換算)  21

常勤換算)  22

常勤換算)

常動換算)  .24

常動換算)  125‐

常勤換算)  1261

常動換算)  1271

人

一
人

一
人

一
人

一
人

一
人

一
人

柔道整復師       (常 勤換算)  1281

栄養士         (常 勤換算)  291

人

人

精神保健福祉士     (常 動換算)  130 メ

社会福祉士       (常 動換算)  131 メ

介護福祉士       (常 勤換算)  132 メ

保育士         (常 勤換算)  133 メ

その他の技術員     (常 勤換算)  1341

医療社会事業従事者   (常勤換算)  1351
メ

ノ、

事務職員

その他の職員

(常勤換算)  136

(常勤換算)  137

人

人

■tl:■ :■ 11■ :■■t, ;|ス ● 去

(所 属 )

(氏 名 )

:1鷲卜|:鸞鷲講撃梅籍策tti‐■1考|■ |■■ヽ 二:督難濠:斎黎

ご協力ありがとうございました



※

整理番号

注 :※印の箇所は、記入しないでください

※

保健所
符号

医療施設静態調査

歯科診療所票(案 )

資料1-3-3

厚生労働省

(平成23年 10月 1日 現在 )

ズ

市区町村 |  |  |  :
符 号

TEL

′＼
査鋳綱

法

統

計

幹

統

基

←1)義設病→ξあて

'ま

津るもあ●わた0■ |● I,■ ||ず (1'診療梓目
「
1あてはまるもあす

^て
に0■:liヽ 1犠濃寵睦響舞警

=

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

厚生労働省

独立行政法人目立病院機構

国立大学法人

独立行政法人労働者健康福祉機構

国立高度専門医療研究センター

その他

都道府県

1,日丁|す

地方独立行政法人

日赤

済生会

北海道社会事業協会

厚生連

国民健康保険団俸連合会

全国社会保険協会連合会

厚生年全事業振興団

船員保険会

健康保険組合及びその連合会

共済組合及びその連合会

国民健康保険組合

公益法人

医療法人

私立学校法人

社会福祉法人

医療生協

会社

その他の法人

個人

国

「
―

―

―

―

ヨ

歯科

矯正歯科

小児歯科

歯科口腔外科

(|メ診療簿 |(学 :中).●
=|■
■,:'1.■ |■義奪簿1麟ま疇嬌|キ111

外来患者延数

初診の患者の数 (再掲)

人

人

“'外

来患者

“

処か梁ll,月中φ正面覆■|1攀懸 |11苺i事:

院内処方数                     回

院外処方せん交付数                 回

1  保健相談・指導
2  予防処置
3  自治体の委託検診
4  事業所等の委託検診
5  該当なし

||`r》教急藍療体制■11

1 休日等歯科診療所

歯科在宅当番医制

していない

2

3

('〉許可病本撃|

床
夜間(深夜も含む )救急対応の可否   いずれかひとつにO

1  ほぼ毎日可能

2  週3～ 5日 可能
3  週 1～ 2日 可能
4  ほとんど不可能

く:|)t社会保険診姜等ほ 況|:

1 保険医療機関又は保険医

自由診療のみ

裏面へ続く



[12濠焼場蒔面の法魂輔 .棒ギt,■
=‐
||li11■ 1 (事,議科費

=華
∵̀■■111■

'|■

ゞ 力ヽヽに611督|:111:1'I
通常の1週間の診療時間           | | :時 間 有

無合計は時間単位とし、01～ 59分 の分単位は全て05時 間とみなし記入してください。

表示診療 B寺間  通常診療している時間帯すべてにOをつけてください。 (1い )インプラント手術の実施状班||:■いずれがf=01=:ヽ■■11■

薩:~~l轟
1~墓理麗:鷲 :舞:多董

実施している

こ一一一→  9月 中の実施件数 (     件 )

実施していない月日翌日     :  1  1  2 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7

火曜 日    1 1 1 2 13141516 17

水曜 日    : 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7

鶯
一一一一一一一一一一一

一一″　

一
lFill

木曜 日    1 1 1 2 1314.51 617

金曜 日    1 1 1 2 ‐314151 6 17 訪F.3診療(居宅)               11       件

■ l翌 日       '  1  1  2  ‐ 3 1 4 1 5 1 6   7 訪間診療〈施設)               21      件

日曜 日     1  1  1  2  1 3 1 4 : 5  6 ‐ 7 訪問歯科衛生指導              3:      件

休 日 1 2 1314:51 617 居宅療養管理指導(歯科医師による)      41      件

■:

■,全部委

“

:

颯 ‐無|
居宅療養管理指導(歯科衛生士等による)    151      件

藤 華 赫 介護予防居宅療養管理指導(歯科医師による)  61      件

技工物          1 1 4 5 介護予防居宅療養管理指導(歯科衛生士等による)17.      件

滅菌(治療用具)     1 1 : 2 1 3 1 4 : 5 その他の在宅医療サービス           8:       件

保守点検業務(医療機器) 1 1 1 2 1 3 1 4 ‐ 5 (21)従事者数 1■ 〈常動換算は小数点以下第2位を四捨
=入
)

検体検査          1 1 2 1 3 1 4 1 5
鼎 鰤
 孫 将覇 繰 蜃 雪 1脱 |

:人
:

感染性廃棄物処理    1   1   1   2   ‐ 3

清掃           :   1       2   1 3 鰤 1驚豪ξ趾 ,H
一
人

一
人14)受勁喫煙防止対象の状況111、 ■ tヽずれがひとつ1ミ01

1  敷地内を全面禁煙としている
2  施設内を金面禁pt―としてぃる
3  喫煙場所を設置し、非喫煙場所に煙が流れ出ないよう措置している

4  その他(1～ 3以外の措置を講じている)
5  何ら措置を講じていない

薬剤師         (常 動換算)  05 人

常動  , 06 人

非常勤 (常勤換算) . 07 ‐

 :   |ン ｀
、

常勤  1 08 人

非常動 (常動換算) 1 09 :: :人

(11,メ医療憤報レネオ■の華八状況‐:あそはまるものす

^|に

O 看護師           実人員  1 10 人

1  電子カルテシステム

2  レセプト処理用コンピューター

3  導入していない

(常勤換算)1 11 :
准看護師         実人員 1 12 1

(常勤換算)1 13 1

11t」ム
1人 : |_

::1人

各項目につしヽてtあて!事事るものひとつに01 歯科業務補助者     (常 勤換算)i 14 人

責 任 者 事務職員        (常 勤換算): 15 : :     :ノヘ、

菖酔 1昌 |そ¨ 醸質
れ

その他の職員      (常 勤換算)1 16 人

■証●‐1入■者

医療安全体制 (全般)  1  1  1  2  1  3    4 (所 属 )

(氏 名 )

院内感染防止対策    1  1  1  2  1  3  ‐  4

医療機器安全管理    ‐  1  1  2  ,  3

医薬品安全管理    :  1  1  2  1  3
lti,

|==｀

1  歯科診療台    (       台) 備
=■
||:‐者i,

2  デンタル線 装置 (アナログ)
3  デンタルX線装置 (デジタル)
4  パノラマX線装置 (アナログ)
5  パノラマ続 装置 (デジタル)
6  ポータブル歯科ユニット
フ  オートクレーブ
8  吸入鎮静装置

ご協力ありがとうございました



・  ① 計法に基づく基幹続計調

医 療 施 設 動 態 調 査 票 (案 )

注 1 新規開設の場合は、すべての項 目について記入のこと。
2 休止・廃止 。再開・開設許可取消の場合は、(1)(2)(0(5)の各項 目についてのみ記入のこと。
3 変更の場合は、(1)(2)(4)(5)の 各項目及び(7)～ (11)の うち変更のあつた項 目についてのみ記入のこと。

この調査は、統計法に基づく基幹統計を作成するために行 う調査です。
この調査は、統計法に基づく報告の義務があり、報告の拒否や虚偽報告については罰貝Jが あります。

資料1-3-4

所
号

ω
健保

持
理
号

２
整
番

(3)

市区町村符号

(4)

処  分  等

届出受理又は処分等年月日 日月年

1 新規開設  2 休  止  3 廃  止  4 再  開  5 開設計可取消
者 3

65

4 救急告示(病院のみ)施 設 名 2開 設
診療科目(病院のみ)

地域医療支援病院

許可病床数
6 変更[

1

フリガナ

(5)施 設 名

フリガナ

の
地

設
在

施

所

の

０

　

開

者

設

01厚 生 労 働 省

02独 立 行 政 法 人 国 立 病 院 機 構
03国 立 大 学 法 人

04独立行政法人労働者健康福祉機構
05国 立高度専門医療研究セ ンター

06そ      の      他

07都 道 府 県

08 市          町          本す

09地 方 独 立 行 政 法 人
10日           赤

11済    生     会

12北 海 道 社 会 事 業 協 会
13厚    生    連

14国 民 健 康 保 険 団 体 連 合 会
15全 国 社 会 保 険 協 会 連 合 会
16厚 生 年 金 事 業 振 興 団
17船  員  保  険  会
18健 康保 険組 合 及びそ の連 合 会
19共 済 組 合 及 び そ の 連 合 会
20国 民 健 康 保 険 組 合
21公   益   法   人
22医 療 法 人

23私 立 学 校 法 人

24社 会 福 祉 法 人

25医    療    生    協
26会            社

27そ の 他 の 法 人

28個             人

国

ｌｏ
　

診

療

科

目

I

ol内           科

02呼 吸 器 内 科

03循  環  器  内  科
04消 化器 内科 (胃 腸 内科 )
05腎   臓   内   科
06神 経 内 科

07糖 尿 病 内科 (代 謝 内科 )
08血   液   内
09皮    膚

10ア  レ ル  ギ
11リ   ウ  マ
12感  染  症
13小    児

14 右吉          ネ申

15心   療   内

科

科

科

科

科

科

科

科

．
チ

内

ん
い )

許

可

病

床

数

神精 床

感  染 症 床

結 核 床

養療 床

般 床

一手
ロ 床

鶴
〕

従

事

者

数

自市医

歯 科 医 師

Ⅱ

科
科

科
科

科
＞
科
科

科

科

科

科
科
科

科

科

科
科

科

外
申

外
］

調
器
外

外
外

外
外

　

“
外

人

器
　
　
　
　
＜

　
　

経
　
　
　
　
　
ん
　
　
　
　
人

吸
い
腺

摯
中

尿

¶
神

形

成
容
　
一

児

婦

外

呼

心

乳

気

消

泌

肛

脳

整

形

美

眼

耳

小

産

産

婦

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

１

１

１

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

３

３

３

３

薬  剤  師

看 護 師

准 看 護 師

歯科衛生士

(13)

社 会保 険

診 療等 の

状況

１

　

　

２

０

　

　

０

保険医療機関

自由診療のみ

(14)備考

Ⅱ

科

科

科

科

科

科

科

科

科

科

ンョ
　

　

断

査

　

　

　

　

外

↓線酔診検急　　上ず】

り

射

　

　

　

　

　

正

児

ビ
　

　

理

床

　

　

　

　

科

り

放

麻

病

臨

救

歯

矯

小

歯

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

３

３

３

３

３

３

４

４

４

４

29医 育 機 関 (再 掲 )

療
院
医
病
域
援
地
支

８ 1然  2否

(9)救 急 告 示 1然  2否

日本工 A夕14



帥 4

平成 23年に実施する医療施設調査 新旧対照表 (案 )

・静態調査 病院票
・静態調査 一般診療所票
0静態調査 歯科診療所票
0動態調査西ホ

厚 生 労 働 省



″7・ 23年調査 (案 ) 日 20年調査 変更理由等

(1)B‖設者

都道府県 キ

市 m「本|*

地方独立行政法人 *

日赤

済/L会

北 rrl道 社会事業協会

厚生連

コ民健康保険日]ll・ 連 合会

全FT4 4:会Йι険協会連合会

17生年全J「業振興IJ

船員保険会

lll・ 1で保1険組 合及びその ,■ 合会

共済組合及びその連合会

国民健康保険利l合

公益法人

[療 法人

私立学校法人 キ

IL会福わl法 人

|[瞭 4L協

会 ll

そのll_の法人

個人

工育機 Fll(再掲 )

(4)BH設者

国

＝

冊
　
　
柵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ̈

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

21

22

23

25

26

28

国立高度・
j7FHI医
療センターの独立行政法人化に千卜 、ヽ

3]設者の区分に「05国立高度専門ljN療研究センターJを
加える。

1:神 病床

感染症病床

結核 Ill床

療養 r・l床

nll右 121そ

ヤ;|卜病床

感 17_・症病床

結核Frt床

1/養痛|:

1 介言寃保険適用分 (再掲)

一般痛床

ffit)rgt17-,rr,
再掲)    協裏嘉漂

護保険移行準備病棟(再掲)

老人性認知症疾患療養病棟(再掲)

姜型医療施設(再掲)

「介言

“

保1険適用分(再橘)」「]復り|リハビリテーンコンl ll
棟(再掲)― nt病床J「回1'期 リハビリテーションFll‖ t(再
掲)療養病床」「認知rl ttll〔 (再掲)」「介i鮨保険F//行 4Lll
lill棟 (i7掲 )J「老人性認知症疾患療養病り〔(pl掲 )」「経過
型介護療養型医療施設(再掲)」 については、診療報耐‖の
施設基41の届di等※で把握できるため、記入者負担を考
慮し削除1~る。

※療養病床 介護保険適用分….病院報告
回

`■

期リハビリテーション病III:、 認知症病棟、
介護保険移行lll lln病 ‖:…・診療報酬の施設基4しの

届|‖
老人性認知liT疾患療養病1':…・介護リービス施設・

l・

H/_所
調査

経過rll介誰療養lF医療施設―・介言1サービス施設・
1」業所.13査 碗設数
のみ)

1ページ病院票



新・23午調査 (案 ) 日・20年調査 変更理由等

―

―

―

―

ト

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー
皿
‐

‐

‐

‐

Ｌ

澪

麟
閻
躍
爆
眩
朧
墜
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
１
１
１
１
‥
‥
Ｌ
１１
‥
１
１
１
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ト
ー
‐
‐
‐
‐
‐
―
―
―
ト

翻
同
一艤
颯
下
‐０２
‐０３
陣
い
い
い
ば
Ｐ
ぱ
ｌｌｌ
ビ
暉
Ｌ
Ｌ

‐７
‐８
‐９
２。
２‐
２２
２３
４

夕
ｒ
２７
２８
２９
３０
３‐
■
メ
性
Ｊ
“
３７
３８
一‐３９け
に
降
匡

渤

―

ト

レ

ー

ー

ー

ー

ト

ー

ー

Ｆ

Ｉ

Ｌ

田
一輻

用

心臓血管外牟の標ぼうは医療法で認められていたところ
であり、循環器外科は、平成20年4月 1日 から標ぼう可能な
診療科目が柔軟な方式に変更されたことによりできた診療
利日である。よって平成19年度以前から標ぼう可能であっ
た「,き臓血管外利」での標ぼうが多数である実態に合わ
せ、表記を「′心臓血管外利」と変更する。

2ページ,病院票



鰈饉輝．ハーてｏ



新・23年調査(案 ) 1日・204F調 査 変更理由等

(12)処方の状況等

flf;t#.#',u>tuh}&.i Wdltuli#. I lsl(en,Fd)tflEi*) E^[hiJ/.f(+ttr E

内服薬処方せんにおける分量の記載方法の規定   いずれかひとつにO
1  1回量を処方の基本単位としている
2  1日 量を処方の基本単位としている

3  1回量と1日 量の併記としている
4  規定なし

34)薬剤管理指導 処方の状況

入院患者への薬剤管理指導 o月 中の薬剤軸 導料の回総 1     回

外

喬腎草艦 黒

数

[1佐 [[ん 交‖教
~| ―

:

医療用麻|.Fの 処方  1  1  有       2  無

○内服薬処方せんにおける分量の記哉方法
医療安全の観点から、内服薬処方せんの記載方法の標
rlt化に向けた取り組みが行われており、施設における分量
の記IHx方法の実態を把握するために「内服葉処方せんに
おける分量の記1支方法」を追加する。

○入院患者への薬斉J管理指導(9月 中の薬斉1管理1指導牟
の回数)
社会医療診療行為別調査等で把lF.できるため、記入者
負担を考慮し削除する。

(11)承認等の状況

1  lL城医療支援病院       4 在宅療養支援病院

2 災害拠点病院        5 該当なし

3 開放型病院

行政記録からの情報を利用し結果表を作成するため、調
査項目からは ll除する。

削 1除

(14)診療録管理専 lT従事者

1  いる (

2  いない

人 )

これまでの調査結果をみると、3害 1程度の病院で配醸
れており、年々若干増えているものの おおまかな傾向が

把握できたことから削除する。

削除

(15)定 ]期的/1・臨床病理学的症例検討会(CPC)の実施

1  している

2  していな0ヽ

これまでの調査結果をみると、2害1程度の病院で実施し
ており、大きな変化はなく、おおまかな傾向が把 lF.できたこ

とから肖1除する。

(15)医 師事務作業‖i助者

1  いる (       人 ) *医
師事務作業補助体制加算の施設基準を

2  ヽヽ /t・ |ヽ             満たす満たさないに関わらずle入

新規 医il事務作業補助者の設置が勤務区の負担軽減に繋
がることから、その数のlFIJl向 等について継続的に調査を行
い、勤務医対策等の基礎側 Jとして活用するため、調査
項目にi宣加する。

16)病 院に在籍する保育士

1  いる

―2  いない
:人

力i規 医療施設に在籍する保育士については、近年その役害1
が注 目されているが、その数は把握されていないことから、
調査項 目として追加する。
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新 23年調査 (案 )

(7)救 急告示の ll l〔

有

肛
一

(17)1文 急医療 体制

救急医療体市1 1  初期 (初期救急医療体制)
2 二次 (入院を要する救急医療体制)
3 二次 (救命救急センター)
4 体制なし

精‖
'「
1文急医療体制1   1  1ド制あり

2   (本 111′ ,し

夜‖Ⅸ深夜(,含むlll急対応υ,11否

(i岬
籠
日
1過特礎
日
,週 詢ノ

1器
名喜

「

精神科  ~~ ~ 1 
‐

21314

(17)1文急医療 ‖呻 |

救急告示の有無

1 有      2 無

救急医療体 ll

1  1  初期救急医療体制
1  3 救命救急センター

|工 t=毎 日週3～ 5日 週 1ヽ 2口  tIと んど
1 可能   可能   可能 

‐
不可能

1    2    3    4

‖神料1文急P/療体制

1 l  ll・ 1,|あり

tilill(i',tt,<{,,3;l!')Jik/nrifd:/)!l,f rrrlt+r:r'iU:r-r,r: *,^.,r,-Toaranlit EIit Erijs fnIijE

, fi,,1,1,{+-- | 2 3 , 4

○救急告示の有典〔

病院においての基本項 目であり、ブレプリントが可能

な他の項 目と同様、一面に移 IJlさ せる。
調査事項に変更なし。

○救急医療体制
「初期救急医療体制」「入院を要する救急医療体

Fl」
「救令救急センター」の表記を、より分かりゃすく「初

期 (初期救急医療 体制 )」「二次 (入 1完を要する救急医

療体制 )J「 二次 (救急救命センター )」 に修正
`,

調査事項に変更なし。

(16)lll診・fキt健指導

`LIF rl lllllに

|‖ l■するlll・診    生il習 ‖lJ jjに 対l■する|■ 17/1・指導
1 実施している         l j_liLし ている

L獄 [姑

れ 崚 証 賭

1[:=y…
柵 襲

2 実 litし ていない        2 実7iLし ていない

ヤL会保1資診瞭‖l剛‖支払J[金の漏|は |で lL提できるため、
記入者夕111を考慮し肖J除する。

(lS)専 F]外 来の設 IE

1  禁理外来

2  助 lli自 F外 来

○禁 P」F外来

日(21)禁 煙外来等の「禁煙外来の有無」を引き続き調査

・「 る。

〇助産師外来
ク1帰の多様なニーズに応え、助IDrF「 を積極的に子舌月1し、
lDr利 医師の負1■の1強Ftを 図るlrp点から普及を推 lllし てい

るものであり、その状況をす巴撮するため調査項 目に追力uす

る。
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新・23年調査 (案 ) 1日・20年調査 変更理由等

通常の 1週間の診療時間           : : l l i l時

合計は時間単位とし、Ol～59分の分単位は全て05時間とみなし記入してください。

表示診療1寺間  通常診療し

曜 日

月曜 日

ている時間:

刊
時すべてに(

引
削
面
”鵬丁

０嗜曜
絣一「

な
引
一斯
”瀦
下

一鵜
熙
一７

火曜 日 2 5 6 7

水曜 日 2 4 5 6

木曜 日 2 5 6 フ

金曜 日 2 3 4 5

±11日 1 2 3 5 6 7

日曜 日 2 3 5 7

休 日 2 3 5 6

20)表 示診療 1寺 PR3の 1りt況 (18)表 示診療時間の状況

通常の1週間の診療時間  (        時間 )

表示診脚寺間  穏1髪見男講〔ぽ劃F論乳時以降の
平日:す、診療時間が同じ曜日   表示診療時間を記入してください。
に0をつけ、まとめて紀入して
ください。 18時以降

3(時 分 迄 )(月 火ヽ・水・木・金 )

(月・火・水・木・金) 3( 時  分 迄

3( 時  分 迄

3( 時  分 迄

3( 時  分 迄

3( 時  分 迄

3( 時  分 迄

3( 1寺  分 迄

(月 火・水・木・金 )

(月 火・水・木・金)

鯛 火・水 木・金 )

記入者に分かりやすいよう、18時以降の表示診療1寺間に
ついて、記入から時間帯に〇をつける方式に変更し、平日
の曜 日については、○をつける方式からそれぞれの曜 日
ごとに記入lnlを設けるよう変更する。

尚1余

1)禁煙外来等

禁煙外来の有無        | ニコチン1/N存症管理11の算定

1  有          1   1  有

2   り熙                1    2   りlF

○禁煙外来の有無

新設項 目の「(18)専 門外来の設置」で把握する。

○ニコチン依存症管理オ1の算定
診療報酬の施設基準の届出等で把握できるため、記入

者負担を考慮し肖1除する。

(22)'餃員のための院内保育サービスの状ill

有:  1 1111

1 2有
1保 育

1 

盛

l12‖

         _1 2 11rT_I医

師

l保育

の医B,T.71f看

護師

碗設
[1用
_.T
に自施設
の
%の順

施
:輸
融自施
看

1 1院 内

のlic設 を2嚇

   1臀 1鰍設の時用

:そα也
1 者 |

なヽい3 してし

(22)保 育施設・子育て支援の1失況

離 蜘
… …

静数M螂 鶴爾脚 盤 晨‐靭 留α y燎網

■セ員のための院内保育サービスの状況

[1:[璽 [11]〕

していない

夜lη 11育  1 1 有  2 1熙

病児保育  1 1 有  21曖

施

設

の
利

用

者

1自 llL設の医師 llT利 医師

2自 施設の看護師 /1t看護師

3その他の自liL設の服員

4併設施設の1載員

5そのlL

子育て支援の状況    導入しているものすべてに0

1 男性職員の育児時間    5再 就業する職員への研修

2男性職員の出産体暇    6フ レックスタイム

3代 替職員の配置      7夕 台業・終業時刻の繰り上げ・繰り下げ

4休 業中の職員への情報提供  8育 児費用の援助措置

「子育て支援の状況」について、大まかな傾向が把握で
きたことから肖J除司

~る
。
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病
rl1 23年調査 (染 ) 日・20年 調査 変fl理口1等

(21)電子カルテシステムの導入 1人 lFt

1 医療機関全体として導入している

2医療機】内の一部に導入している

3 具体lllな導入予定がある

4導 入予定なし

活用状況の範囲

自施設内

懇者へ情報提供

他の医療機関等と連携

(21)電子カルテシステムの導入1夫況

:[[[廿[lifiliilill→

3 具体的な導入予定がある

一

4導 入予定なし

自施設内

患者へlii報提供

他の医療榔 ll等 とl」・携

1  平成20年度
2  平成21年度

3  平成22年度

4 平成23年度以降

調rf時りIにあわせた尊人予定時り切を変更する。
調査事項に変更なし。

25道隠医療システムの導入llN況

遠隔画 lrF診褥7 1

述 l lljI理 診的i l

2

遠隔在宅療美支援 1

依頼元施設牧  (    施設 )

依1■先施設教  (    施設 )

依1■元liL設教  (    施設 )

依1■先施設教 (    施設 )

依・ll元忠者教 (     人 )

↓　　　　　↓　　　　　↓

有

　

肛
¨
　

一月

　

価
Ｔ

″Ｈ
　

皿

信

信

信

信

信

受

送

受

送

受

(25)遠隔医療システムの導入1え況

逮隔画像診 」r

連隔病理診 lr

在宅療養支 IF_

信

信

信

信

信

受

送

受

送

受

一
　

↓
　

一
↓

有

　
ｎ

　̈
二，
　
“

　̈
一「
　
血
“

lrNl■元施設放 (    施設 )

依頼先施設数 (    liL設 )

依頼元tt設数 (    施設 )

1/klll先施設敗 (    lic設 )

依頼元患廿放 (     人 )

「在宅療養支援」について、速1幅医療システムを使用して
のものであることが分かりやすいよう、「遠隔在宅療養支
援」と衣記を変更す/●。
.l・l査 11項に変更なし。
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新・23年調査 (案 ) 日・20年調査 変更理由等

¬
」雨

音

疵床

技士W
E療安全体制 (全般) 2 3 5 6 7 8

完内感染防止対策 4 5 6 8

宣療機器安全管理 2 3 51 6 7 ＼

E薬品安全管理 3 4 ＼ |＼ |＼ ｀
ヽ、 |｀

ヽ
、

院内感染防止対策の専任担当者の状況

1 いる  (    人 )

2  いない

院内感染防止対策のためのliL設 内回診の頻度

1  ほぼ毎日   2 週1回以上    3 月2～ 8回程度
4 月1回程度   5 月1回未満

匡F識器安全体llの保守言1画の管理

保守言1画の策定

,  一括管理   2 病棟 割;門ごと  3 その他
保守計画の実施

1  -括 管F1   2 病棟 部Flごと  3 そのlL・
患者相談担当者の配置の有 ll

l  有      2 無

(26)医療安全体制 26)医療安全体制

責任者の資格と
専任・兼務の別

医療安全

体制

(全般 )

院内感染
防止対策

医療機器
安全管理

医薬品

安全管理

1医師 1 1

歯科医師 2 2 2

薬剤師 3 3 3

看護師 4 4 4

診療放射線技師 5 5 5

臨床検査技師 6 6

‐`
ヽ 、

＼

臨床工学校士 7 7 7

その他

配置していない 9 9

ｔ
Ｗ

任

　
兼

務

専任

兼務
| |

2 2

1医療機器と医薬品安全管理責任者を兼務 (再掲)

院内感染防止対策のための施設内回診の頻度

1  ほぼ毎日   2 週1回以上    3 月2～ 3回程度

4 月1回程度   5 月1回未満

医療機器安全体制|の保守計画の管理

保守言1画の策定

1  -1舌 管理   2 r71棟 部 P月ごと  3 そのlL

保守計画の実施

1 -括 管理   2 病棟 音「「1ごと  0 その他

思者 1■談担当者の配置の有無

1  有      2 無

○責任者の資格と専1■→t務の卵l
記入者に分かりやすいよう、表頭と表側の配置を変更す
る。
責任者の専任・兼務のが1については、一定の傾向が把
握できたため、記入者負担を考慮し肖1除する。

○院内感染防止対策の専任担当者の1人況
医療施設の組織的な感染対策への取り組みを示すもの
として、13・任担当者数を含めた実態を把握するため追加
司
~る
。

2S川寺殊診療設 li

01～06はそれぞれの診療報酬上の施設基準又は要件を満たすもののみ記入

01

02

04

05

06

床
|

床
|

床

床
|

床
|

床
|

無菌治療室(手術室は除く)

NICU(新生児特定集中治療室)

08～ 11は 診療報酬上の施設基準又は要件を満たす満たさないに関わらず記入

CCU(心 臓内科系集中治療∋

CCU(新生児治療回復室 )

(28)特殊診療設備

特定集 中治療室CCU)*

101      床十     人

脳卒中集中治療室(SCU)*

心臓内科系集中治療室(CCU)

新生児特定集中治療室(NICU)**

広範囲熱傷特定集中治療室 *

無菌治療室(手術室は除く)*

01特だ集■1綸療室OCU)J、 脳卒呵]集 Il治療室(SCU)」 、
「′じ臓内キ1系集中治療室(Ccu)」 、「新生児特定集中治療
室(NICu)」 、「母体・胎児集中治療室(MRCU)」 について、
より実lLCに Rpした表記、「lCu(II定集中治療室)」、
「SCU(脳 卒中集中治療室)」 、「CCU(心臓内手1系集中治療
室)」 、「NICU(新 生児特定集中治療室)」、「MFIcu(母 体
胎児集中治療室)」へと、それぞれ変更する。

OCCU(新生児治療回復室)
平成22年診療報酬改定で新生児治療回復室入院医療
管理料が新設されたところであるが、施設基llFを満たさな
いものも調査し、実lLLを把握することが,と、要であることか
ら、追力Πする。

○陰圧室
これまで、感染症病床、結核病床において設置されてい
たが、近/・lでは一般病床にも陰圧室を設置することを認め
ている。
今後、陰圧室を整備した施設数及びその数について、病
床区分ごとに継続的に把lF■していくことは、感染症に対す
る適切な医療を提供する観′点から意義が大きいため、追
加する。

○広範囲熱傷特定集中治療室
広範Ell熱傷特定集中治療室管理14については、これま
で専用の治療室を用いることを要件としていたが、要件を
緩和して特定集中治療室管理料及び1文命救急入院刑の
一項目として評価を行うこととなつたため、肖1除する。

○施設基 lltを満たすもののみ、満たしてないものを含む、
等が分かりやすいよう、それぞれをまとめた配置に変更す
る。
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新・23年 nfl査 (案 )

31)手 rf等の実施状 l「t

全身麻酔 (静 l」 R麻酔は除く)

:爆艦11ド 1‐――出ト

人工透折

(人 工透析装置の台教)

分晩(正常分娩を含む)

,「工り,β月娩‖1術(再掲)

分晩の取扱                  小数点以下第2位四捨五入

担当二師放(常 lll換 算 )

II当 り,産 mi放(■ lll換 市 )

院内I力産所の有無
取り扱 つていない

全身麻酔 (静脈麻酔は除く)

ljNl視鏡下消

`ヒ

管手‖f

悪1生ll瘍手術

_「部鰊丁I丁|‖
人工透析

(人 11透折装置の台牧)

分娩(lE常 分娩を台む)

帝王切聞1/1tlU‖f(再掲)

1取り扱っている

嚇薗響魏lmi常
2 取り1及っていズoい

○悪性 1重瘍手術

記入者負担を考lL5し 、悪性 lII瘍 手術については、5大が
ん (肺、胃、月千臓、大Лら、

=L房
)及び行政として動向をフォ

ローすべき子宮、前立腺に絞り把 r■―する。
また、それぞれの表記から「がん Jを削除し、音1位ごとの

表記に変更する。
なお、悪性 1重瘍手術の件数については、「社会診療行為
別調査」において診療行為別に把握が可能である。

○院内助産所の有無

安全・安心なお産の場をlll保するとともに、正常分娩を

助 lDf師が担うことで産科医師の負担の軽減を目的とする
「院内助産所」について、その設置状況を体系的・網 lTL的

に把握するため、追加する。

OLDRの 有無
おおまかな傾向が把握できたため lll除する。

33)‖ :|}設 倒F

1  ガi「卜診療台    (       台 )

2  デンタルX線装置 (アナログ)    6  ポータブル歯千+ユニット
3  デンタルX線装置 (デジタル)   フ  ォートクレープ
4  パノラマX線装置 (アナログ)    8  吸人鎮静装置

5  パノラマX線装置 (デジタル )

(33)歯科設備

1  1『 1診療台     (       台 )

2  パノラマX線装置      5  超音波歯石除去器

3  オートクレープ       6  口腔内画像処理システム

4  生体モニター        フ  吸 人ll青 ,装置

0「 バノラマX線装 1世」、「/114xモニター」、「超音波 llF石 除
去器」、「日畦νl画 lrtttJlシ ステムJに ついては、おおよか

なltji向 力寸巴li―できたため尚1除す /D。

○「デンタルX線装置 (アナログ)」 、「デンタルX線装置 (デ
ジタル )」 、「パノラマX線装置 (アナログ)J、 「パノラマX・lllt
装置 (デジタル )」 、「ポータブル llf利 コニットJについて、行
政としてより実態を把握する L/要性が高いものをう豊加す
る。

9ページ,病院票



新 23年調査 (案 ) 旧・20年調査 変更理由等
35)新 人看護職員研修の状況

1 新人看護職員がいる

L[|li熙

    [il[::[1‖

f穆[1橋11]、る

2新 人看護lll員 がいない

新規 看護II・t員の新人研修については、平成22年度より新人
看護職員研修ガイドラインに沿った研修の普及をlltめてき
ており、その実態を把握するため、調査項目に追加する。

36)病棟における看護職員の勤務体制 病棟における看護職員のlll務体制

西己置している

看護師・

准看護師

時間帯
(シフト)

看議単イ立数
(看護師・准看護師の人数Яl)

1人 2人 3人以上

一
般
病
棟

三交代制
準夜勤

深夜勤

二交代制 人 夜勤

当直制・他 人 夜動

療

養

病

棟

三交代制 人

準夜勤

深夜勤

二交代制 人 夜勤

当直制 他 夜勤

2編
棟
・

二交代制 人
準夜勤

深夜動

二交代制 人 夜勤

当直制・他 人 夜勤

記入lll二交代υ)ll・‖1をとるrf‖訳こ、こ。人の
'it襲
師・准看護輛を配世し、

17i護 単位(準夜」l13人 、深 l14動 2人 )で看識している場合

柳一岬
西

‐

一̈‐２人一‐「

師“略
置
師
配
護看

「キ問帯
(ンフト)1 1人

1 4L夜勤
人 |

1  圏ロロ 1 深夜勤 |
三交代キリ |

〇「配置している看護師 准看護師」と、「一般病棟」、「療
養病棟J、「精神結 核病棟」ごとの調査について、記入者
負担を考慮し肖1除する。

○「看該単位数(看護前i・ 准看護1市の人数別)」 について、
記入者に分かりやすいよう項目の配置を変更する。
nll査項目に変更なし。

1。 ページ病院票



新・23年副H査 (案 ) 日・20年調査 変更理由等
(1)p刷 設者

01

02

03

04

05

06

07

08

10

11

厚生労l」 ll省

独立行政法人国立病院機構

国立大学法人

独立行政法人労lfll者健月こ福祉機構

国立高度専門医療研究センター

その他

OHl道府県

「|'lrr村

lL方独立行政法人

日本

lt生会

回

「
―
―
―
―
―
コ

12 1ヒ 海道社会・l・業協会

13  1卓 生連

14 国民健康保険団体ll合会
15 全IJ IL会 IR険 協会連合会
16 厚生

`「
金事業振興 Ell

17 船員保1険会

18 健1〔保険組合及びそのll合 会
19 共済組合及びその連合会
20 国民 lllt康保険組 合

21 公益r2人

22 医療法人

23 Fy、 立学校法人

24 ‖:会 福祉法人

25 医療生協

26 会‖:

27 その他の法人

28 1]人

(1)"H設 者

01 1・P生労 lfll省      `
02 独立行政法人国立病院機構
03 国立大学法人

04 独立行政法人労 l」llttllll康 福れL機||
05 そのlLl

06 都道府県

07 市町村
08 地方独立行政法人

09  日赤

10 済生会

●  北海道社会 4f業協会

12 厚生連

13 1Jlttllll床 保険団体l■ 合会

14 全ljI社 会保険協会連合会
15 1P生 年金Jr業振興団

16  1合 員保険会

17 11方に1■険組合及びその連合会

18 共済半1合及びその連合会
19 国民lllt床保険利l合

20 公益法人

21 医jrf法 人

22 私立学1支法人

23 ‖:会 福‖:法 人

24 1■療41協

25 会 H:

26  そυ)1也のr2そ 人

27 11人

コ

「
―
―
―
―
∃

国立高度専門医療センターの独立行政法人fヒに伴い、
開設者の区分に「05日立高度専門医療うf究センター」を
カロえる。

(5)許可病床教

療美病床

-11病 床

合言1

床

床

,そ

)許可病床激

療養病床

1介護保険適用分(再掲) 床

一般病床

合言1

′:

,(

「介護保1倹適用分(再掲)」 については、病院報告で把握
できるため、記入者負1■を考慮しll除する̀

,
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新・23午調査 (案 ) 1日・20年調査 変更理由等

(8)診 療科日

ロ

Ⅲ

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

13

14

15

16

17

18

20

21

22

23

24

25

26

27

29

30

31

32

33

34

35

36

07

38

39

40

41

42

43

内科

呼吸器内利

循環器内科

消(ヒ器内科 (貿 腸内科 )

腎臓内利

神経内科

糖尿病内科 (代討1内科 )

ll■ lPR内 科

皮膚†

アレルギー科

リウマチ科

感染症内科

小児科

枯‖〕Tl

心療内利

外科

呼吸器外利

心臓血管外科

子し腺外il

気管食道外牟|

7肖化器外科 (胃Л,外牟|)

泌尿器科

lIF蜀タト↑ト

脳神経外科

整形タト科

形成外科

美容タト科

1艮牟}

耳鼻いんこう科

小児外科

産帰人科

産科

lll人科

リハビリテーションF

枚射線科

麻酔科

病理診断科

lFt床検査科

救急ri

歯利

踊正歯F

小児歯科

歯科口腔外牟|

(8)診療科 目

I

Ⅱ

nl

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

30

32

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

内摯|

呼吸器内科

循環器内科

消化器内科 (肩 腸内料)

腎臓内科

神経内科

糖尿病内利 (代謝内科)

血液内科

皮膚科

アレルギー科

リウマチ科

感染症内科

Jヽ児科

オ計事IF[

心療内f・

外F

呼吸器外fl

循環器外科 (心臓 血管外科 )

=Ll泉
外科

気管食道外科

消化器外科 (胃 腸外rl)

泌尿器rl

llF月 タトr}

脳 llll経外科

整形外 f・

形成外科

美容外il

l民||

耳鼻いんこう†

小児外科

産lit人 科

産利

婦人科

リハビリテーション科

放キ「線科

麻酔利

病理診断科

臨床検査潤

1文急科

歯科

嬌正歯科

小児歯科

1歯利口腔タト科

心臓血管外科の標ぼうは医療法で認められていたところ
であり、循環器外利は、平成20年 4月 1日 から標ぼう可能な
診療科目が柔1次な方式に変更されたことによりできた診療
科日である。よつて平成19午 FkF以前から標ぼう可能であっ
た「′さ臓血管外科Jでの標ぼうが多数である実lLFに合わ
せ、表記を「′心臓血管外牟|」と変更する。
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新・23年調査(案 ) 日・20年 調査 変更理 由等

(17)専 門外来の設置

1  禁煙外来

2 助産師外来

新 規 ○禁煙外来
旧(17)禁 煙外来等の「禁煙外来の有無」を引き続き調査
り
~る
。

○助産師外来
妊llllの 多様なニーズに応え、助Dr師を積極的に活用し、
産科医師の負担の軽減を図る観点から普及を推進してい

るものであり、その状況を把握するため調査項目に追加す
る。

肖11除

(17)禁煙外来等

禁煙外来の有無

1  有

2  1鴨

ニヨチン依存症管理お1の 算定

1  有

2   Jエ

○禁煙外来の有無
刃殻 項目の「(17)専 門外来の設置」で1■握する。

○ニコチン依存症管理,1の算定
診療報酬の施設基準の届出等で把握できるため、記入
者負担を考慮し削除する。

20)'P'i7- h tv 7, 
^rJ"r,)l+ 

.^.tli /tt

[[||[lliililllL ]

具体的な導入予定がある 

一

導入予定なし

2

活用状況の範囲

自施設内

患者へ情報提供

他の医療機関等と連携

導入予定時期

1  平成23年度

2  平成24年度

3  平成25年度

4  平成26年度以降

(20)電子カルテシステムの導入‖夫況

[II[[lliililllL}→

具体的な導入予定がある 一 一一一→

導入予定なし

1  自施設内

2  患者へ1青報提供

3  他の医療機関等と連携

1  平成20年度

2  平成21年度

3  平成22年度

4 平成23年度以降

調査
'キ

期にあわせた導入予定時期を変更する。

調査事項に変更なし。
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新・23年調査 (案 ) 1日・20年 調査 変更理 由等
(9)診療状況

9月 30日 の在院忠者数

9月 中に新たに入院した患者数

人

人

9月 中のil院 患者数

9月 中の外来患者延数

「

初診囃 者の数 (再掲 )

『
奮
,:l聰lξ:|]「'II

人

人

人

人

人

(9)診療状況

9月 30日 の在 1完患者枚

9月 中に新たに入院した患者数

9月 中の退院患者数

9月 中の外来患者延教

卜1暴11テ[賃浴者碗坂肩L)~
| うち乳幼児(3歳未満 の延数

人

人

人

人

人

凛琳
の延数 (再掲 )」 と変更する。
調査事項に変更なし。

(12)ltl診・保健指導

`L活

習慣病に開llするlllt診     生活習lll病に関連する保健指導
1 実施している        1 1 実施している

∫[脚7…
にあ
li誠7¨
・・日・よる

肇女籠緯覇『υ毎穏翌謙挙と
の剛 q lL提できるため、

表示診 fr・ 1寺問の状況

合計■時間単位とし、ol～ 59分の分単位は全て05時間とみなし記入してください。

表示診療 1寺間  通常診案している時間薔すべてに0をつけてください。

曜日

   1午
前

1午
後

lf≧ 12碑 |」海 |"急

表示診瞭 1キ‖]の状況

通常の1週間の診療時間  (        時間 )

示診療
'キ

間        通常診療している時間帯にOをつけ、

一
 ・ ^― ―一 ― 一 一 ―

   r'」 に Oを つ け た 場 合 は 、括 弧 内 に 18時 以 降 の

認易髯卿 l「萱:]撃堅雪墜里窪塾
ください。        1 午前 1 午後 1    18時 以降

(月・火・水・木・金 )

(月 火・水・木・金 )

(月 火・水・木・金 )

(月・火 水・木・金 )

3( 時  分 迄

3( 時  分 迄

3( 時  分 迄

3( 時  分 迄
3( 時  分 迄

3( 時  分 迄

3( 時  分 迄

記入者に分かりやすいよう、18時以降の表示診療時‖1に

延丸鋪馳雅1婆羽ial携縮『

3ページー般診療所票



新 23年調査(案 ) 変更理由等

21)速隔医療システユ、の導入状況

遠隔nLl像診断  1

2

述隔病理診断  1

依頼元lic設 数

lr.頼先 li_設 数

依頼元施設数

lrtllt先施設数

依頼元忠者激

(

(

(

(

(

施設 )

施設 )

施設 )

施設 )

人 )

信

信

信

信

信

受

送

受

送

・
受

↓　　　　　↓　　　　　↓

有

　

血
“
　

一有

　

皿
¨
　

一■

　

■
一

2

遠扁在宅療養支援 1

2

(21)遠隔医療システムの導入状況

遠隔画像診 lJr : 有 ―→ 1受 信  依頼元施設放 (
2 1猥  [送 信   lAl l先施設放  (

遠隔病理診断 依頼元施設放 (    施設 )

依頼先施設枚  (    施鉤

依頼元患者放  (     人 )

施設 )

施設 )

在宅療養支援

信

信

信

受

送

受

↓　　　　　↓

有

　
皿
一　
一伺
　
皿
¨

r在宅庶養支援」について、迷隔 rF‐ 瞭 システムをlt用して
のものであることが分かりやすいよう、唯 隔/L宅療養支

援」と表記を変更する。
調査lr項 に変更なし。

(22)医 療安全体市1

責 l■者の資格と
専任・兼務の別

診療放射線技師

臨床検査技師

配置していない

爾 薫1雇菖話3甚暮赫 蔽肩石「

院内感染防止対策のための施設内回診の頻度

1  ほぼ毎日    2 週1回以上   3 月2～ 3日程度
4 月1日程度    5 月 1回未満

患者相談担当者の配置の有無

1  有       2

O ll任者の資格と専任・兼務の別
記入者に分かりやすいよう、表頭と表 {則の配障を変更す

る。

責任者の専任りに務の別については、一定の傾●|が把

握できたため 記入者負lnを考lt・ し肖り1余する。

○院内感染防止対策のための施設内回 診の頻度
一定の傾向が把握できたため、記入者 負llを 考慮し浄|
1除 1~る。

○患者相談担 当者の llL置 の有無
一定の傾向 /1・ 1巴据できたため、記入者 負担を考IUiし 肖J
断ヽ 1~る。

療機器安全管理

師 蘊4・l“
“
師4砕1111,

旧・204F調 査
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新 23年調査(案 ) IF・ 20年調査 変更理由等

25)手術等の実施状況 手術等の実施状況

全身麻酔 (静 lJF妹酔は除く)

内視鏡下rH`ヒ管手術

悪性lI瘍手術

子官がん(再掲)

外来化学療法

人工透析

(人工透411装置の台数)

分娩征 常う)1/2を含む)

帝玉切pll娩出術(再掲)

胃がん(再勘

ltl襲 がん(再掲)

01

03

0′ 1

05

06

07

08

10

11

12

13

件

件

件

件

一
件

一
件

件

件

件

件

＝

吉

件

＝

分娩の取1及

1 取り扱っている

ヒ麗][1‖∫‖番最1)| :獄酢
2取 り扱つていない

〇悪性1重瘍手術
記入者負担を考慮し、悪性腫瘍手術については、5大が
ん(肺、胃、1千臓、太陽、平L房 )及び行政として動向をフォ
ローすべき子官、前立腺に絞り把握する。
また、それぞれの表記から「がんJを肖J除し、部位ごとの
表記に変更する。
なお、悪性1重瘍手術の件数については、「社会診療行為
別l調査」において診療行為別に把握が可能である。

O院内助産所の有無
安全・安心なお産の場を確保するとともに、正常分娩を
助産RTが担うことで産科医師の負担の1睦減を目的とする
「院内助産所」について、その設置状況を体系的 網羅的
に把握するため、追カロする。

27)歯科設備

山牟診療台    (

デンタルX線装置 (アナログ)

デンタルX線装ロ デジタル)

パノラマX線装置 (アナログ)

パノラマ動 装置 (デジタル)

ポータブル歯科ユニット

オートクレーブ

吸入鎮静装置

台 )

23)鮨科設備

1

2

3

4

5

6

山科診療台

パノラマX線装置

オートクレーブ

生体モニター

超音波歯石除去器

口]空内画像処理システム

吸入鎮静装置

○「パノラマX線装置」、「生体モニター」、「超音波歯石除
去器J、「n腔内画像処理システム」については、おおまか
なltF向が把握できたため肖1除する。

○「デンタルX線装置 (アナログ)」 、「デンタルX線装置(デ
ジタル)」 、「パノラマX線装置(アナログ)」 、「パノラマX線
装置(デジタル)」 、「ポータブル歯科ユニント」、につい
て、、行政としてより実態を把握する必要性が高いものを追
カロう^る。

6ページ
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一殉賀診
新・23年 Jl査 (案 ) 日・20年調査 変更]!由等

(28)従事者教 (29)llt事者数

介輔(沖縄県のみ)

薬剤師

保健師

助 lDEBT

看言(師

実人員

喘 動換算 )

実人員

(常勤換算 )

准看護師 実人員

(常 jll換 算 )

看i性業務‖i助者

介護福祉土

言語聴覚士

榊 臨
亜 _~(鋤 麟

翼
li■ _二 仁

型警響弩■___5摯塗:=」 と __三二人_
診療エックス線技師    (常 動換算)1271        人

蘊 IIIIJttI■+
臨床工学技士 (常 lin換算)1301

人

人

あ
～
摩マッサごレ

.指
圧師
~~~(常
勤換算)~]iF I        人

一

人

一
人
　
人

柔道整復師

栄養士

そυ)lLの技術員     (常 動換算)

に療社会J嘩従1,者    (常 llr74算 )

J`務
'ltl員

その他のllPK員 (常 iJ嗽算 )

理学療法士        (常 勤換算) 16

作業療法士        (1,勤 換算).17

‖

〇介輔(tll“ L県のみ)
「河市uの復liに伴う特別措置に|』する法律Jにより存続さ
れた資格であるが、平成20/110月 をもつて有資格者が計
上さメしなくなったため、削除する。

○保育士
医療liL設に在

`↑

する保育士については、近年その役
吉1が注目されているが、その数は把握されていないことか
ら、調査項目として追jlllする。

○義肢装具士～栄養JIまでの項目順について、病lli報告
の従41者票に合わせた項目順に変更する。

7ページ,一般診療所票



科
/7r・ 23年 .ll ltL(案 ) ‖ヨ 20年調査 変更理由等

(4)開 設者

01   厚生労 llll省

02   独立行政法人回立病 17機構

03   国立大学法人

04   独立行政法人労 llllttllLI康 福打L機構

05   国立高度専 F号医療研究センター

00   その他

07   都道府県

08   ,liユl丁オ|

09   地方独立行政法人

10  日赤

11   済 J二会

12   1し・llli首 社会 Jイ業協会

13   厚生連

14   1国 民 17/11‖ :債 t険 IJ体連 合会

15   ■口社会保険協会 l■ 合会

16   1測二年金 J「業 lk・り|卜」

17   船員保険会

18   健月:保険11合及びそのlL合 会

19   共済11合及びその ,■合会

20   国民健「に保険半■合

21   公益法人

22   医 ll・ 法人

23   f_7立 学校法人

24   社会 lllれ L法 人

25   医療生協

26   会 lL

27  その他の法人

28   111人

国

「
―
―
―
―
―
∃

(4)D胃 設者

01   1t2生 労 lJfb省

02   独立行政法人国立 il院機 IVI

03   国立大学法人    ｀

04   」t立 行政法人労llll者 71t床 福‖職 構

05   その他

06    都 ,首 ,■県

07   司,1lTII

08   地方独立行政法人

09   日赤

10   済生会

11   北7"iこ 社会事業協会

12   厚
`L連13   国民健康 |■険田 llxIL合会

14   全lJ4社 会IR険協会連合会

15   1/」 1`「 企J'業振興 l ll

16   1o員 f果 検会

17   1rjl・周〔保 1険組合及びそのlL合 会

18   共済計t合及びそのl■合会

19   国民 17/1・ 1,保 1吹 lll合

20   公益法人

21    医療″:人

22   T/立学校法人

23   ‖1会 li‖ :法 人

24   ■療生協

25   会 LL

26   そ1711也の法人

27   Ⅲ人

国

「
―

―

―

∃

日立高度専門医療センターの独立行政法人化に伴い、

開設者の区分に「05国 立高度専門医療研究センター Jを
力nえる。

1ページ.歯科診療所票



西

新 23年調査 (案 ) 日・20年調査 変更理ロヨ等

表示診療Л寺間の状況

通常の1週間の診泰時間           | | | | : :時 閾

合計は時間単位とし、01～ 50分の分単位は全て06時間とみなしna入 してください。

表示診療 1寺間  通常診療している時間帯すべてに0をつけてください。

曜 日 午前 午後

19時

野

”
疇

20時

21時

峙

”
鳩

22時

23時

23時

24時

時
降
２４
以

月曜 日 2 3 5 6 7 8 9

火曜 日 2 3 5 6 7 8 9

水曜 日 2 3 4 5 7 8 9

木曜 日 2 3 7 8 9

金曜 日 2 3 4 7

土曜 日 2 3 6 7 8 9

日1■日 2 3 4 5 6 7 8 9

休 日 2 3 6 7 8 9

表示診療Π寺間の状況

通常の1週間の診療時間  (        時間 )

に示診療時甲  彎1皇健
=跡

で廊罰禦論 :鵡以降の
平目|・診療

""が

同Ч撃日   表示診療時間を記入してください。
稿 i~~~「

~"~´
1~｀  1 午前 1 午後 1    18時 以降

平 日

(月 火・水 木・金) 2 3 ( 時  分 迄

(月・火・水・木・金) 2 3 ( 時  分 迄

鯛・火・水・本・金) 2 3( 時  分 迄

切 火・水・木・金 ) 2 3 ( 時  分 迄

鯛 火・水・木・金 ) 2 3 ( 時  分 迄

土曜 日 2 3 ( 時  分 迄

日曜 日 2 3( 時  分 迄

木日 2 3 ( 時  分 迄

記入者に分かりやすいよう、1811」f以降の表示診療時F・lに
ついて、記入から1寺 PFlq‖ョこ○をつける方式に変更し、平日
の曜日については、Oをつける方式からそれぞれの曜日こ
とに記入411を設けるよう変更した。

16)医 lrl安 全体制 (15)医 療安全体制

責任者の資格と
専任・兼務の別

医療安全

体制

(全般 )

院内感染
防止対策

医療機器
安全管理

医薬品

安全管理

歯科医師 1 1 1

医師 2 2 2 2

薬剤師 3 3 3 3

看謳師

歯科衛生士 5 5 5 5

診療放射線技師 6 ＼

臨床検査技師 フ 7 ＼
その他 8 8

―

配置していない 9

専 任 1 1 1 1

兼務 2

1医療機器と医薬品晏
`

≧管理責任者Z 兼務 (再掲 )

患者相談担当者の配置の有無

1 有       2 無

○責任者の資1吉と専任 兼務の別
記入者に分かりやすいよう、表頭と表側の配置を変更す
る。
責任者の専(■・兼務の別については、一定のlFl向が把
握できたため、記入者負担を考relし削除する。

○患者相談担当者の配置の有無
一定の傾向が把握できたため、記入者負担を凱tLし 削除
する。
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動態調査票

新 (平成23年 10月 分から) 旧 (平成23年 9月 分まで) 変更理由等

(1

(

診

療

牟|

目

診療科目 (1 診療科目

心臓血管外科の標ぼうは医療法で認
められていたところであり、循環器外科
は、平成20年4月 1日 から標ぼう可能な診
療科目が柔軟な方式に変更されたことに
よりできた診療科日である。よって平成 19

年度以前から標ぼう可能であった「′い臓
血L管外科」での標ぼうが多数である実態
に合わせ、表記を「′いlFI血管外科」と変
更する。

01内科
02呼吸器内科
03循環器内科
04消化23内科 (胃 月易内科)
051挙臓内科

06神経内牟|
07糖尿病内rl(代謝内牟|)
08 nt液 内科
09皮膚科
10ア レルギー牟|
11リ ウマチ科
12感染症内科
13小児科
141青イ中
「

|

15.と、療ノ]牟 |

16外科
r71呼吸器外科

18心臓血管外利
19 =LJ泉 タトF「

20気管食道外r
21消化器外牟 (胃 J場外牟1)
22泌尿器牟|
23肛門外利
24脳神経外牟
25 1笙′形タト牟|

26J杉 ,たクト牟|

27美容外FI
2S‖民千1

29月:鼻いんこうrl
30 /1ヽ 児タト牟|

31産婦人牟
32産科
33ク吊メ、お|

34リ ハビリテーションFI
35放射線FI
36月末rltrl

37病 lIF診断利
38臨床検査利
39 1文 (ま牟|

40歯科
411F● IE歯科

42小 児 lf科
43歯準1日 ‖空外利

診

療

|

牟|

日

呼吸器内科

循環器内科

消化器内科

腎1蔵内科

神経内科

糖尿病内科

血液内科

皮膚牟|

(胃 ‖,内科 )

(代訪1内 r)

アレルギー利

リウマチ拿|

感染症内利
′卜児利

14精神料
15心療内牟|
16外科
171乎 吸ツやタトホ|

18心臓血管外科
19 ,L月泉クト牟|

20気管食道外科

(循環器外科 )

21 '肖 化2や外牟|(胃‖易クト牟|)
22泌尿器料
23肛 P弓外摯|
24 ‖iJネ li経夕い |

25:整 )杉クト
「
|

26形成クト科
27美容外科
28‖民ri

29耳 J卜いんこうな
30/卜児クト科

31産婦人牟|
32,上利

33婦人科
34リ ハビリテーション牟
35放 FltttFI

36麻 llt料
病理診断科

38臨床検査準|
39救急科
歯牟|

FFittlllわ |

小児歯科

歯科日腔外利



rll・ 23年調査 (突 ) 変更理由等

17)歯 flttlll

1  歯科診療台    (       台)

2  デンタルX線装置 (アナログ)
3  デンタル線 装置 (デジタル)
4  パノラマX線装置 (アナログ)
5  パノラマ綸 装置 (デジタル)
6  ポータブル歯科ユニット

7  オートクレープ

8  吸入鎮I争装置

16)諧 fl設備i

l  lll科 診療台    (

2 パノラマX線装置
3  オートクレープ

4  生体モニター

5  超音波歯石除去器

6  口腔内画像処理システム

7 吸入鎮ル,装置

〇「パノラマX“t装置J、「生体モニター」、「超音波lt石除
去器」、「日1■内画像処理システム」については、おおまか
なltrt向 が把握できたため肖1除する。

○「デンタルX線装置 (アナログ)」 、「デンタルX線装置(デ
ジタル)」 、「パノラマX線装置(アナログ)」 、fパノラマX線装
置(デジタル)」 、「ポータブル歯利ユニット」について、行政
としてより実態を把握するZ、要性が高いものを追加する。

(17)llfみ がき指導室

1ヽ  '存

2  11「

おおまかなltJl向 が把握できたため削除する。

(19)イ ンフラント手f7rの実施 :llN771

1  実施している

~ 9月 中の実施件数 (     件 )

2 実施していない

(19)手‖f等の実施状況

1  歯周外科手術

2  骨折・顎骨1重瘍手術等
3  インフラント手‖f

4  していなoヽ

‖:会診療行為りl」 l査で手術件数の|し lll‐が可能な「口i周
外牟手術」、「1]折・顎 '日 ll l瘍 手術等Jについて尚J除し、保
険外手術で実態を把握する必、要がある「インフラント手断J
については引き続き調査し、9月 中の実施件教について追
カロ司
~る
。

(22)従 J「者数

由科医師

|=師

薬剤師

准73護師

山科業務‖i助 者

lfttIIl員

その他のII t員

常 ll

非常 ll(常 動換算 )

‖ ll

非常Jll(常 lJll換算)

(常勤換算)

01

01

05

06

人

人

人

人(常勤換算 )

実人 ti

(常 ll換算 )

実人員

(常 ll換算 )

(常 ll換算 )

(常 ll換■ )

(常 jll換 算 )

「
山本術生二L」 、「1澪 牟技コ1士」について、ロヤ「 1診 llrlulTで
の詳‖‖な従11者 1/tを把握する必、要から、それぞれ常 ill・ 非
常 llごとの常 llll換算に変更する。
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資料1-5

平成 2 施設調査

・ 医療施設静態調査病院票

`医療施設静態調査一般診療所票

・
´
医療施設静態調査歯科診療所票

・ 医療施設動態調査票 (平成22年調査票)

0年医療
調査票

厚 生 労 働 省



指定統計第65号

医 療 施 設 統計
① 療施設静態調査

病院票

※
保 健 所
符  号

T TEL

※
整理番号

注 :※印の箇所 は、記入しないでください。

厚生労働省
(平成20年 10月 1日 現在)

※
市区町村
符  号

'(助

■休上■惨 ●状

1休  止  中
、2 1年以上休診中
3 1年未満休診中

況
一

２
．地
■
丁
・各

設
一在
一二

一
設

一̈一ロ二一は一
ΨI勇曇曇::籠墨富:1[1:

診 :療 科 目lil■あてはまるものすへてにO {η ll毒■者■数

1慰響膊監標
ぼ
う

９
月
中

一体
診

'lli:薩

鱗猪層髯 ・一一̈麟ぽ 轟聖纂01厚生労働省

o2独立行政法人国立病院機構
03国立大学法人 栞

04独立行政法人労働者健康福祉機構
05そ の他

06都道府県 *

07市町村 *

08地方独立行政法人 *

09日 赤

10済生会

11北海道社会事業協会

12厚生連
13国民健康保険団体連合会
14全国社会保険協会連合会
15厚生年金事業振興団
16船員保険会

17健康保険組合及びその連合会
18共済組合及びその連合会
19国民健康保険組合
20公益法人

21医療法人
22私立学校法人 *

23社会福祉法人
24医療生協
25会社
26その他の法人
27個人

男性医師 女性医師=

I

内科 人 人 人

呼吸器内科 人 人 人 人

循環器内科 人 人 人

消化器内科(胃腸内科) 人 メ 人 人

腎臓内科 人 メ 人 人

神経内科 メ メ 人 人

糖尿病内科(代謝内科) 人 メ 人

血液内科 人 人 人 人

皮膚科 人 人 人

0 7 v )v+ *t+ 人 人 人

1 1 1 リウマチ科 人 人 人 人

2 感染症内科 人 人 人 人

3 3 小児科 ス 人 人

4 精神科 人 メ 人 人

5 心療内科 人 人 人 人

Ⅱ

6 外科 メ 人

7 呼吸器外科 人 メ 人 人

8 循環器外科0し 臓ヽ・血管外科) 人 人 人

9 乳腺外科 人 人 人

気管食道外科 人 人 人 人

消化器外科(胃腸外科) 人 人 人 人

泌尿器科 人 人 人

肛門外科 人 人 人 人

脳神経外科 人 人 人 人

整形外科 人 人 人 人

形成外科 人 人 人 人

美容外科 人 人 人 人

28医育機関(再掲) 眼科 人 人 人 人

(5)1許可病床数等
| 耳鼻いんこう科 人 メ 人 人

精神病床 床
小児外科 人 人 人 人

感染症病床 床
産婦人科 人 人 人 人

結核病床 ´
床

産科 人 人 人 人

療養病床 床
婦人科 人 人 人 人

皿

リハ ビリテーション科 人 人 人
1介護保険適用分(再掲) 床

放射線科 人 メ 人 人
一般病床 床

麻酔科 人 人 人 人
合   計 床

病理診断科 人 人 人 人

回復期リハビリテーション
病棟(再掲)

一般病床 床 臨床検査科 人 メ 人 人
療養病床 床 救急科 人 人 人 人

認知症病棟(再掲) 床 歯科 人 人 人 人

介護保険移行準備病棟(再掲) 床 矯正歯科 人 メ 人 人
老人性認知症疾患療養病棟(再掲) 床 小児歯科 人 人 人 人

経過型介護療養型医療施設 (再掲) 床 歯科□腔外科 人 人 人 人
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(9)9月 中の外来患者 [D 表示診療時間の状況

初診の患者の数 メ 通常の 1週間の診療時間 (         時間)

診療時間外に受診した患者の延数 人 表示診療時間      通常診療している時間帯にOをつけ、
「 3」 に○をつけた場合は、括弧内に18時以降

平日は、診療時間が同じ曜日 の表示診療時間を記入してください。緊急入院した憲者の延数(再掲) 人

乳幼児 (3歳未満)の延数 (再掲) メ てください。       1午 前 午後 1    18時以降

[0 社会保険診療等の状況   いずれかにO

平 日

(月・火・水・木・金 ) 1 2 3(   時   分迄)

1 保険医療機関

2 自由診療のみ

(月・火・水・木 。金 )

(月・火・水・木・金 )

1

1

2

2

分迄)

分迄)

OD 承認等の状況 ‐ ●ていまぅものす、てIFO (月 :火・水・木・金) 1 2 3(   時   分迄)

1 地域医療支援病院       4 在宅療養支援病院

2 災害拠点病院         5 該当なし

3 開放型病院

(月・火・水・木・金 ) 1 2 3(   時   分迄)

土曜日 1 2 3(   時   分迄)

日曜 日 1 2 3(   時   分迄)

休 日 1 2 3 (   時   分迄 )

ia l臨床研修医   いぅ場含け10月 1自現在あ人数を記入してくだoい。 q%1季諏?挙彎||: |
あてはまるものひとつにO

全部委託 ■部委託 ‐委託 :

1し て
いない1 t\6 (  )

2 L)fjt\

院内委託 院外委託 院内委託 院外委託

給食 (患者用) 1 2 3 4 5

[Э 退味甲整支援担当者
'tヽる場合Ⅲlp月 1甲刻フ

"響
に尋入してく●さ|)o 滅菌 (治療用具)

1 2 3 4 5

1 いる (        人 )*退院調整加算の施設基準を満たす場合のみ

2 いない

保守点検業務 (医療機器) 1 2 3 4 5

.検
体検査 1 2 314 5

こり ,診療響 任年事煮 ::いる場合は10月 1日現在の人尊を記
入してください。 保守点検業務伝療ガス供給設備) 1 2 3

1 いる (      人 )

2 いない

清掃 1 2 3

患者の搬送 1 2 3

19■定動的な臨床病理学的症例検討会(CPC)の実施  し`ずれかにQ ② :受動喫煙防止対策の状況  ‐tヽずれな01つ呼0
1 している

2 していない

1 敷地内を全面禁煙としている

2 施設内を全面禁煙としている

3 喫煙場所を設置し、非喫煙場所に煙が流れ出ないよう措置している

4 その他 (1～ 3以外の措置を講じている)

5 何ら措置を講じていない

(0 健診 `保健指導| ‐ 実施している場合は(あてはまるものすべてにO

生活習慣病に関連する健診

1 実施 している

l: [[品F「

からの
電
託IFす る

2 実施 していない

生活習慣病に関連する保健指導

1 実施している

|バ 鰺

者
ャ
ら

7諮
量 る

2 実施していない

2D■禁煙外来等
‐ 各暉目につい、 いずれ,ヽひと?FQ

禁煙外来の有無

1有

2 無

ニコチン依存症管理料の算定

１

　

２

有

価

Oη 救急医療体制   各専目F?し てヽ、いずれかひとつに0
救急告示の有無

1有     2無

例 保育施設・子育て支援の状況 各項目Fついてあていきうもっす0てにo
職員のための院内保育サービスの状況

急医療体制

1 院内の施設を利用

2 院外の施設を利用

→

していない

夜間保育 1 1 有  2 無

1 初期救急医療体制    2 入院を要する救急医療体制

3 救命救急センター    4 体制なし

病児保育 1 1 有  2 無

施
設
の
利
用
者

1 自施設の医師・歯科医師

2 自施設の看護師・准看護師

3 その他の自施設の職員

4 併設施設の職員

5 その他

夜間(深夜も含む)救急対応の可否
ほぼ毎日
可能
週3～ 5日
可能
週1～ 2日

可能

ほとんど

不可能

内科 1 2 3 4

小児科 1 2 3 4

外科 1 2 3 4 子育て支援の状況   導入しているものすべてにO

脳神経外科 1 2 3 4

1 男性職員の育児時間    5 再就業する職員への研修

2 男性職員の出産体B瞑     6 フレックスタイム

3 代替職員の配置      7 始業‐終業時刻の繰上げ・繰下げ

4 休業中の職員への情報提供 8 育児費用の援助措置

産科

多発外傷への対応

1

1

2

2

３

一
３

４

一
４

神科救急医療体制

夜間(深夜も含む)救急対応の可否
1ま lf有ユ日
可能
週3～ 5日
可能
週1～ 2日

可能

ほとんど

不可能

精神科 1112131全



13 診療情報管理の状況 0 在宅医療サ■ビスの実施状況 , 伊手響 による
'Fビ
みを除ヽ

:,実施の有無にOをつけ09月中の件数を記入してください。     |オーダリングシステムの導入状況

導入しているもの全てにO
医用画像管理システム(PACS)の

導入状況
医療保険等による在宅サービス

1 実施している     2 実施していない1 検査

2 放射線

3 薬剤

4 栄養

5 導入していない

1 有

叫 フィルム レス運用

l l ttξ曇[

往診

在宅患者訪問診療

歯科訪問診療

救急搬送診療
'

件

一
件

一
件

一
件

０３

一

〇４

0●電子カルテンステムの導入状況 在宅患者訪問看護 ,指導        l o5 1      件

3 具体的な導入予定がある一―一一→

4 導入予定なし

活用状況の範囲 精神科在宅患者訪問看護・指導      106 1      件

1 自施設内

患者へ情報提供

他の医療機関等と連携

2

3

導入予定時期 介護保険による在宅サービス

1 実施している     2 実施していない1

2

3

平成20年度

平成21年度

平成22年度

平成23年度以降4 訪問リハビリテーション(介護予防サービスを含む)

居宅療養管理指導(介護予防サービスを含む) 10 件

訪問看護 (介護予防サニビスを含む) 11 件

2,1遠隔医療ンスデ
^め

導入状況

l褥 鶏証 病床数 l醜仄遠隔画像診断 1 有 →

2無 .

受信 依頼元施設数 (      施設)
送信 依頼先施設数 (      施設)

遠隔病理診断 1 有 →

2 無

信

信

受
　
送

依頼元施設数 (      施設)
依頼先施設数 (      施設)

特定集中治療室(ICU)* 床 人

脳卒中集中治療室(SCU)* 麻 人

在宅療養支援 1 有 =―) 受信 依頼元患者数 (       人)
2 無

心臓内科系集中治療室(CCU) 麻 人

新生児特定集中治療室(NICU)来 * 麻 人

T讐覇群lil::内二I∬重ll憲賓111:た
母体・胎児集中治療室(MFICU)* メ 人

広範囲熱傷特定集中治療室 * 麻 人

責任者の資格と
専任・兼務の別

医療安全
体制
(全般)

院内感染
防止対策

医療機器
安全管理

医薬品
安全管理

小児集中治療室(PICU) メ メ

無菌治療室 (手術室は除く)* 床 ´

責
任
者

医師 1 1 1 1 放射線治療病室 * 床 ノ

歯科医師 2 2 2 2 外来化学療法室 * 床 人

薬剤師 3 3 3 3

ぽ:鰍鸞胤t::璽 i 9月 中の患者数 :嚢書ら苔薮
:‐  11:t ll' ' :1  1看護師 4 4 4 4

診療放射線技師 5 5 5 骨塩定量測定 人

臨床検査技師 6 6 6 気管支内視鏡検査 * 人

臨床工学技士 7 7 7 上部消化管内視鏡検査 * 人

その他 8 8 大腸内視鏡検査 * 人

配置していなし 9 9 血管連続撮影 人

＊
専
任
・兼
務

専 任 1 1 1 1 I DSA(再掲) 人

兼務 2 2 2 2 1 循環器DRて再掲) 人

理責任者を兼務(再掲) 3 マンモグラフィー 人 ム
ロ

院内感染防止対策のための施設内回診の頻度

1 ほぼ毎日   2 週 1回以上   3 月2～ 3回程度
4 月1回程度  5 月 1回未満

RI検査(シ ンチグラム) 人

SPECT(再 掲) 人 ム
ロ

PET
PET 11 メ ム

ロ

医療機器安全体制の保守計画の管理       、
保守計画の策定          '
1 -括管理   2 病棟・部門ごと   3 その他
保守計画の実施

1 -括管理   2 病棟・部門ごと   3 その他

PETCT 人 ム
ロ

CT
マルチスライスCT ノ

その他のCT 人

MRI
15テ スラ以上 人 ＾

ロ

15テ スラ未満 人

患者相談担当者の配置の有無

1有    2無

3D画像処理 メ

1冠動脈CT心臓MRI輛 掲) 人

裏面へ続く



301手術等の実施状況 00.歯科設備   保有しているものすべてにO
9月 中の実施件数 1 歯科診療台 (          台)

全身麻酔 (静脈麻酔は除く) 件 2 パノラマX線装置   5 超音波歯石除去器

3 オートクレ=ブ     6 □腔内画像処理システ
ム

4 生体モニター     7 吸入鎮静装置
内視鏡下消化管手術 件

亜
〔
腫瘍手術 件

食道がん (再掲 ) 件 001薬剤管理指導 :処方の状況 :19月中つ割 状況

肺がん(再掲) 件 入院患者への薬剤管理指導(9月 中の薬剤管理指導料の回数) EDI

胃がん(再掲)
/4

灸杏骨革32倍姦警
院内処方数 [

肝臓がん(再掲) 件 院外処方せん交付数 巨

胆嚢がん(再掲) 件 医療用麻薬の処方 1 有 2 鉦

膵臓がん(再掲) f4 l" 剖検

大腸がん(再掲) 僣 剖検の有無

1 している  9月 中の剖検 (      件)

2 していない

9月 中の死亡数   (         人 )

剖検をしていない場合も、 9月 中の死亡数を記入してくださt

腎がん(再掲) 11 f4

前立腺がん(再掲) ‖

乳がん(再掲) 14

子宮がん(再掲) 件

人工透析       :

(人工透析装置の台数)

件

llif[lili:][][][][』 ]1111』」::[11」i
分娩 (正常分娩を含む) 件

「

~著

主切開娩出術(再掲) 件
配置している
看護師・
准看護師

時間帯
(シ フト)

看護単位数
(看護師・准看護師の人数別)

分娩の取扱

1 取り扱っている

Ц

「
:肇 辟

「

メ ill:∫

第

i澄,It

2 取り扱っていない

1 ノ人、 2人 3人以上

一
般
病
棟

三交代制 人

準夜勤

深夜勤

二交代制 人 夜勤

当直制・他 メ 夜勤

8D I放射線治療ρ寒施状謳
療
養
病
棟

二交代希『 人

準夜勤

患者数は、照射録の枚数又は

検査伝票を元に記入してください。

轍̈
装置の
台数

深夜勤

二交代制 人 夜勤

位置決め装置
x糸泉シミュレーター 1 人 当直制。他 人 夜勤

cTシ ミュレータ= 2 人 精
神
。結
核
病
棟

三交代制 人
準夜勤

放射線治療計画装置 3 人 ム
ロ 深夜勤

放 線治療(体外照射) 4 ス 二交代制 ノ 夜勤

リニアック・マイクロトロン(再掲 ) 5 人
ム
ロ 当直制・他 ス 夜勤

ガンマナイフ・サイバーナイブ(再掲) 6 人 ム
ロ 記入例 二交代の体制をとる病棟に、20人 の看護8F・ 准看護師を配置し、

1看護単位 (準夜勤 3人、深夜勤 2人)で看護 している場合

配置 している

看護 eT・准看護師

時間帯
(シ フト)

看護単位数
(看謹師‐准看護師の人数別)

1メ、 2人 3人以上

二交代制 20 :ノ
準夜勤 1

深夜勤 1

放射線治療(腔内・組織内照射) 7 人

人

IMRT(強度変調照射)等の高精度照射 1 有   2 無

02‐ 緩和ケアの状況|‐ 1 1:菫設基準を満たしてぃないものo含む。

緩和ケア病棟

有
」
|[[I」i扱患薯延数f)  カ

記 :■ 入  者

属
　
　
名

所
　
　
氏

緩和ケアチーム

1有

叫
1謂躯議』者数( 響カ

鉦

備 考

ご協力ありがとうございました



指定統計第65号

医療施設統計

11:|:|:
●1泉1義
=

医療施設静態調査

―   一般診療所票
※
整理番号

注 :※印の箇所は、記入しないでください。

一Ｔ TEL

厚生労働省
(平成
"年
10月 1日 現在)

1休  止  中
2 1年以上休診中
3 1年未満休診中

所
号

※
健保
符

村
号

※
剛市
符

:狙曇:言:::1: IЪ輩彙晨t:::
01  厚生労働省
02  独立行政法人国立病院機構
03  国立大学法人  .   .
04  独立行政法人労働者健康福祉機構
05  その他
06  都道府県 .ヽ 

´

07  市町村  ヽ

08  地方独立行政法人
09   日赤

10  -済生会

11  北海道社会事業協会
12  厚生連
13′  国民健康保険団体連合会
14  全国社会保険協会連合会
15 
‐
厚生年金事業振興団

16  船員保険会
17  健康保険組合及びその連合会
18  共済組合及びその連合会
19  国民健康保険組合
20  公益法人
211 医療法人
22  1私立学校法人

23  社会福祉法人
24  医療生協
_25  会社
2o  その他の法人
27  個人

国

I

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

15

内科

呼吸器内科

循環器内科

消化器内科 (胃腸内科)

腎臓内科

神経内科

糖尿病内科 (代謝内科)

血液内科

皮膚科

アレルギー科

リウマチ科

感染症内科

小児科

精神科

心療内科

Ⅱ

外科          、

呼吸器外科

循環器外科 0い臓・血管外科)

乳腺外科

気管食道外科

消化器外科 (胃腸外科)

泌尿器科

肛門外科

脳神経外科

整形外科

形成外科

美容外科    `
眼科

耳鼻いんこう科     `
小児外科

産婦人科

産科

婦人科

(5)●許可病床数

療養病床 床

1介護保険適用分 (再掲) 床

一般病床 床

Ⅲ

リハビリテーション科

放射線科

麻酔科

病理診断科

臨床検査科

救急科

歯科

矯正歯科

小児歯科

歯科口腔外科

合計 床

り
'社
会保険診療等あ状虎|■‐|す|かに0
1 保険医療機関又は保険医
2 自由診療のみ

(7)・ 主たる診療科

「

.:■ |:■ 11
二つ以上の科目を標ぼうしている場合、

主たぅ診療科目の番号を「(8)診療科目」から

ひとつ選んで記入してください。 記入甲匝|コ

次ページベ続く



(9)診療状況 ュD.:委託の状況|11.
:あて1ままるものひとつにO

全部委託 ■部委託 言語|
いない9月 30日の在院患者数 ス 院内委託 院外委託 院内委託 院外委託

9月中に新たl~入院した患者数 メ 給食 (患者用) 1 2 3 4 5

9月 中の退院患者数 人 滅菌 (治療用具) 1 2 3 4 5

月中の外来患者延数 ス 保守点検業務 (医療機器) 1 2 3 4 5

初診の患者の数 (再掲) メ 検体検査 1 2 3 4 5

診療時間外に受診した患者の延数(再掲) 人 感染性廃棄物処理 1 2 3

うち乳幼児13歳未満)の延数 人 清掃 2 3

夕
％ 療所の種類   いずれかoとつltO 0611受動喫煙防止対策,状況|l tヽすれ|ヽ|||に0

1 -般診療業務を主とする

2 相談ミ指導業務を主とする

3 採血及び供血を主とする

4 検診業務|(集団 。個別)を主とする

5 検査業務を主とする

6 人工透析を主とする

7 巡回診療を主とする

急 休日夜間急患ャンター

9 介護保険サアビス提供を主とする

1 敷地内を全面禁煙としている

2 施設内を全面禁煙としている

3 喫煙場所を設置して非喫煙場所に煙が流れ出ないよう措置している

4 その他 (1～ 3以外の措置を講じている)

5 何ら措置を講じていない

αη 禁煙外来等  ●各項目
“

?いて、:いず枠か0と

'FO
禁煙外来の有無

1有

2 無

ニコチン依存症管理料の算定

1有

2 無

OD 期間診療所等 |  あては本うも,■1了■9

1 特定の期間 (季節)にのみ診療を行う診療所

? 事業所内の診療所
3 市町村保健センタニ内の診療所

4 該当なし 曲
:違
院調整支援担当者 |いる場合はlo月 1甲翠在の人数を記

^し

てくださ|ヽ

ta l健診`凍健指導■||1実施している場合は、あではまるもあす
^で

に0 1 いる (        人)*退 院調整加算の施設基準を満たす場合のあ

2 いない生活習慣病に関連する健診

1 実施している

|ズ 湧
煮から学 譴

る

2 実施していない

生活習慣病に関連する保健指導

1 実施している

|: [i品F者

からの

言

託

|こ

よる

2 実施していない

091 レセブ` 処理用ヨンピユ:=夕 | |‐ いず■な01つ !F0

1 使用している

2 していない

2o l電子カルテンステムの導入状況

10 救急医療赫 ll   各項目について、いずれな04?に0

3 具体的な導入予定がある一一一一→

4 導入予定なし

活用状況の範囲

救急告示の有無 1有   2無 1 自施設内

2 患者へ情報提供

3 他の医療機関等と連携
在宅当番医制 1有    2無

精神科救急医療体制 1 有     2 無

夜間 (深夜も含む)

救急対応の可否

1  1ま ばイ暮日可含旨 導入予定時期

2 週 3～ 5日可能

3 週 1～ 2日可能

1 平成20年度

2 平成21年度

3 平成22年度

4 平成23年度以降
4 ほとんど不可能

041表示診療時間の状況

通常の 1週間の診療時間 (         時間) OD‐ 遺隔医療ジネテム1導入状墨

表示診療時間

平日は、診療時rB5が同じ曜日

モ?晃 :F:ま
とめて記入し

|

通常診療している時間帯に○をつけ、

「 3Jに Oを つけた場合は、括弧内に18時以降
の表示診療時FB3を記入してください。

遠隔画像診断

1卜
・|][優唇巫曇1  屁

2 無

平 日

(月 火́・水‐木・金 ) 2 3(   時   分迄)

(月・火・水・木。金) 1. 2 3(  時   分迄) 遠隔病理診断

lЪ
I量[鷹二億肇曇1  鳳

2無       ・

(月・火・水。木・金 ) 1 2 3(   時  分迄)

(月・火・水 ‐木。金 ) 1 2 3(  時   分迄)

(月・火・水・木・金 ) 1 2 3(  時   分迄)

土曜日 1 2 3(1  時   分迄) 在宅療養支援

1 有  ―→ 受信  依頼元患者数   (       人)

2無
日曜 日 1 2 3(   時   分迄)

休 日 1 2 3(   時   分迄 )



Q力 1医療安全体制■  1各項目につぃて〔iあではまるものひとうにO‐ ‐ |

|1碁姜|:F甲する体制の書荏者にちぃそ(1彗在:業務あ崩を記入しをくた:L::
叩|‐ 1攀1青?奉坤林墨|:|||.|‐
1患暑藪には手衝i:梓ちもあを査む:

9月 中の患者数 装置め台数

責任者の資格と
専任・兼務の別

医療安全
体制
(全般)

院内感染
防止対策

医療機器
安全管理

医薬品
安全管理

骨塩定量測定 人

気管支内視鏡検査 * 人

責
任
者

医師 1 1 1 上部消化管内視鏡検査 * 外

歯科医師 2 2 2 2 大腸内視鏡検査 * 人

薬剤師 3 3 3 3 血管連続撮影 ノ ヽ
看護師 4

t∫
4 4 4 I DSA(再場) 人

診療放射線技師 5 5 5
「 人

臨床検査技師 6 6 6 マンモグラフィー 人

t臨床工学技士 7 7 7 R 検査 (シ ンチグラム) 人

その他 8 8 ＼ SPECT(再掲) 人

配置してヾヽなし 9 9
PET
PET 人

＊
専
任
・兼
務

専任 1 1 1 PETCT 人 ハ
ロ

兼務 212 2 2
CT

マルチスライスCT 人 ム
ロ

1 医療機器と医薬品安全窪彗理責任者を兼務(再掲) 3 その他のCT 人 ム
ロ

院内感染防止対策のための施設内回診の頻度

1 ほぼ毎日   2 週 1回以上   3 月 2～ 3日程度
4 月 1日程度  5 月 1回未満

MRI
1_5テ スラ以上 人

1_5テ スラ未満 人 ハ
ロ

3D画像処理 人

患者相談担当者の配置の有無

1有    2無
1冠動脈CT・芯臓MRI輌 掲) 人

ml手術等め実施状況 9月申の実施件数

29‐ 歯科設備 1 保肴しそいるもらすべてにo 全身麻酔(静脈麻酔は除く) 件

1 歯科診療台 (          台) 内視鏡下消化管手術 件

2 パノラマX線装置

3 オ,ト クレープ

4 生体モニター

5 超音波歯石除去器

6 口腔内画像処理システム

7 吸入鎮静装置

悪セヒ腫瘍手術 件

胃がん(再掲) 件

胆嚢がん(再掲) 件

大腸がん(再掲) 件

前立腺がん (再掲) 件

乳がん(再掲) 件

撃χ沐:1111:●:λttM、111:「1li
子宮がん(再掲) 件

外来化学療法 件

三療保険等による在宅サービス  1 実施している 2 実施していない 人工透析

(人工透析装置の台数)

脅

往診 件

在宅患者訪問診療            l o2 1      44 分娩(正常分娩を含む) 件

歯科訪問診療              l o3 1      件 1帝王切開娩出術(青掲) 件

救急搬送診療              l o4 1      f4 分娩の取扱

在宅患者訪問看護・指導

精神科在宅患者訪問看護・指導

在宅患者訪間リハビリテーション指導管理

訪問看護ステニ.シ ョンヘの指示書の交付

０５

一

〇６

一

〇７

件

一
件

一
件

一
件

1 取り扱っている

い|[言5置驚襲馨晰』1 1.駕 睦纂
2 取り扱っていない

在宅看取り              l o9 1      f4 2つ 放射線治療の実施状況
護保険による在宅サービス  1 実施している 2 実施していない

患者数は、照射録の枚数又は
検査伝票を元に記入してください:

轍̈ 懃識訪問看護(介護予防サービスを含む)   1 11 1      件 放射線治療(体外照射) 1 人

諏見Jハ
ビリテーション(介護予防サービスを含む)1 12 1 件 |ガ

ンマナオフ・サイパ_ナイフG子掲) 2 人

在宅療養支援診療所の届出   ヽ`ずれかにO施 設数には自施設を含む。 放射線治療(腔内・組織内照射) 3 人

有
」
1 量[1[[曇警詈詈[警象1      

施
λ:

2 笹
（

101処方の状況 ||10月中の実施状況

往杏膏薫3是醤豪警
院内処方数        1       巨

院外処方せん交付数

医療用麻薬の処方 1  有     2  無

裏面へ続く



091従撃著数‐‐■||て鶯場換早は小薮点以下第21を西秦三,t'

医師

常 勤 人

非常勤 (常勤換算) 人

歯科医師
常勤 人

非常勤 (常勤換算) 人

介輔(沖縄県のみ), (常 勤換算) 人

薬剤師        (常 勤換算) 人

保健師      ,実 人員

(常勤換算)

０７

・

人

人

助産BT        実人員

(常勤換算)

人

人

看護師     '  実人員
t    (常 勤換算)

人

人

准看護師       実人員
:       (常 勤換算)

人

人

看護業務補助者    (常 勤換算) 人

理学療法士     :(常 勤換算) 人

作業療法士      (常 勤換算) 人

視能訓練士  .   (常 勤換算) 人

義肢装具士   , (常 勤換算) 人

歯科衛生士  
「 . (常 勤換算) 人

歯科技工士      (常 勤換算) 人

社会福祉士      (常 勤換算) 人

介護福祉士      (常 勤換算) 人

言語聴覚士      (常 勤換算) 人

精神保健福祉士    (常 勤換算) 人

診療放射線技師    (常勤換算) 人

診療エック不線技師  (常勤換算) 人

臨床検査技師     (常 勤換算) 人

衛生検査技師     (常 勤換算) 人

臨床工学技士     (常 勤換算) 人

あん摩マッサージ指圧師  (常勤換算) 人

柔道整復師      (常 勤換算) 人

栄養士        (常 勤換算) 人

その他の技術員    (常勤換算) 人

医療社会事業従事者  (常勤換算) 人

事務職員       (常 勤換算) 人

その他の職員   , (常 勤換算) 人

記 |■入■11者

(所 属)

(氏 名)

備 考

ご協力ありがとうございました



指定統計第65号

医療施設統計

※
整理番号

注 :※印の箇所は、記入しないてください。

査調

票

態

所療

設

診

施

科

療

歯
医

::,111摯 |

11夕|■|1事
:を
|

一Ｔ TEL

厚生労働省
(平成20年 10月 1白 現在)

(3).休止 `休診の状況

1休  止  中
2 1年以上休診中
3 1年未満休診中

所
号

※
健保
符

村
号
※馴市符

(4) t開 設 者||■ |つて噂する|の■17に9
一
７

一
診援琳斗日1■  あではまるもあすべ七三6

厚生労働省

独立行政法人国立病院機構

国立大学法人

独立行政法人労働者健康福祉機構

その他

都道府県

市町村

地方独立行政法人

日赤

済生会

北海道社会事業協会

厚生連

国民健康保険団体連合会

全国社会保険協会連合会

厚生年金事業振興団

船員保険会

健康保険組合及びその連合会

共済組合及びその連合会

国民健康保険組合

公益法人

医療法人

私立学校法人

社会福祉法人

医療生協

会社

その他の法人

個人

国

1 歯科

2 矯正歯科

3 小児歯科

4 歯科口腔外科

(811診療林墨 (9月中)

外来患者延数 人

1 初診9患者の数(再掲) 人

0)●保蒔 業

1 保健相談・指導

2 予防処置

3 自治体の委託検診

4 事業所等の委託検診

5 該当なし

tOll救急医療柚 111‐■1ヽすれ|、●こうた0
１

　

２

　

３

休日等歯科診療所

歯科在宅当番医制

していない

夜間(深夜も含む)救急対応の可否   tヽずれかひとつにO
１

２

３

４

ほぼイ毒日可育ヒ

週 3～ 5日可能

週 1～ 2日可能

ほとんど不可能

011表示診療時間の状渠

通常の 1週間の診療時間 (   1     時間)

表示診療時間      通常診療している時間帯にOをつけ、
「 3」 にOを つけた場合は、括弧内に18時以降

平日は、診療時間が同じ曜日 の表示診療時間を記入してください。
に∩券つけ キルハ7言P入 I

てくださぃ:  ~~~‐ |1午前 1午後 |.   18時以降

平 日

(月・火・水・木・金 ) 2 3 (   _岬時二___■挙並∋

(5).許可病床数 (月・火・水・木・金 ) 1 2 3 (   時   分迄)

床
(月・火・水・木・金) 1 2 3 (   時   分迄)

(月・火・水・木・金 ) 1 2 3(   時   分迄)

(6)社会保険診療等の状況   いずれらヽた0 (月・火・水・木・金 ) 1 2 3(   時   分迄)

1 保険医療機関又は保険医

自由診療のみ2

土曜日 1 2 3 (   時   分迄)
日曜日 1 2 3(   時   分迄)

休 日 .2 3 (   時   分迄)

裏面へ続く



[の 委託の状況

あてはまるものひとつに○

全部委託 ,■部委託 委託
して |

いない

00:歯科技工室 |:いずれかにo

院内委託 院外委託 院内委託 院外委託 有
　
無

１

　

２
技工物 1 2 3 4 5

滅菌 (治療用具) 1 2 3 4 5 01手術等の実施状況: ● 0月中に寒施したも,す●て,0

保守点検業務 (医療機器) 1 2 3 4 5 1 歯周外科手術

2 骨折・顎骨腫瘍手術等

3 インプラント手術

4 していない

検体検査 1 2 3 4 5

感染性廃棄物処理 1 2 3

清掃 1 2 3

00'受動喫煙防止対策の状況   いずれかoと ?に0 20.在宅医療サ■ビスの実施状況 9月 中の実施件数

1 敷地内を全面禁煙としている

2 施設内を全面禁煙としている

3 喫煙場所を設置し、非喫煙場所に煙が流れ出ないよう措置している

4 その他 (1～ 3以外の措置を講じている)

5 何ら措置を講じていない

訪問診療(居宅) 1 件

訪問診療(施設) 2 件

訪問歯科衛生指導 3 件

居宅療養管理指導 (歯科医師による) 4 件

居宅療養管理指導(歯科衛生士等による) 5 件

aO 医療情報システムあ導入状況   あてはまるものすべてにO 介護予防居宅療養管理指導(歯科医師による) 6 件

1 電子カルテシステム

2 レセプ ト処理用コンピューター

3 導入 していない

介護予防居宅療養管理指導(歯科衛生士等による) 7 件

その他の在宅医療サービス 8 件

2D 外来患者ヽめ処方数   9月 中の延回数

〔9 医療姜全体tll‐ ||「各墳目1ころぃてtぁてはまるものひとうにO

*医療安全に関する体制の責任者についてヽ専任・業務あ別を記入してください。

院内処方数 回

院外処方せん交付数 回

曇圧煮案霧傍島
医療安全
体制
(全般)

院内感染
防止対策

医療機器
安全管理

医薬品
安全管理

10 従事者数    (常 勤換算は小数卓以下第 2位行四捨五人)

歯科医師
常勤 人

責
任
者

歯科医師 1 1 1 1 非常勤 (常勤換算) 人

医師 2 2 2 2
医師

常 勤 人

薬剤師 3 3 3 3 非常勤(常勤換算) 人

看護師 4 4 4 4 薬剤師        (常 勤換算) 人

歯科衛生士 5 5 5 5 歯科衛生士      (常 勤換算) 人

診療放射線技師 6 6 6 歯科技工士      (常 勤換算) 人

臨床検査技師 7 7 7 看護師        実人員

(常勤換算)

人

その他 8 8 人

配置していなし 9 9 准看護師       実人員

(常勤換算)

人

＊
専
任
・兼
務

専任 1 1 1 11 人

兼務 2 2 2 2 歯科業務補助者    (常 勤換算) 人

業務輌勧 3 事務職員       (常 勤換算) 人

患者相談担当者の配置の有無

1有    2無

その他の職員     (常 勤換算) 人

記 入 者

(0 歯科設備 | ・保有|て いるものすべ下FO (所 属)

(氏 名)

1 歯科診療台 (          台)

2 パノラマX線装置

3 オートクレーブ

4 生体モニター

5 超音波歯石除去器

6 口腔内画像処理システム

7 吸入鎮静装置

備 考

Iη 歯みがき指導室   いずⅢかにO
有
　
無

１

　

２

ご協力ありがとうございました



統計法に基づく基幹統計調査

所
号

①
健保
符

理
号

整
番

0)
市区町村符号

等

０

　
分処

届出受理又は処分等年月日 日月年

1 新規開設  2 休  止  3 廃  止  4 再  開  5 開設計可取消

6
6

2開 設 者
(病院のみ)

地域医療支援病院

許可病床数

4 救急告示 (病院のみ)菱貴[: 0■
 [

フリガナ

(5)施設名

フリガナ

(6)施設の

所在地

開

設

者

会

団

会

会

会

合

人

人

人

人

協

社

人

人

全

厚

船

健

共

国

公

医

私

社

医

会

そ

個

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

‐５

‐６

‐７

‐８

‐９

２０

２‐

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

１

１

１

１

Ｆ
Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｌ

国

l101

診

療

科

目

I

科

科

科

詢

■

科

詢

科

科

科

科

科

科

科

科

内

　

　

内

内

内

場

内

内

側

内

　

一

チ
内

　

　

内

』

姜

詢

臓

経

醐

液

膚

¨

一
』

瑚

神

″

化

　

　

尿

内

呼

循

消

腎

神

糖

血

皮

ア

リ

感

小

精

心

１

　
２

３

　
４

５

６

７

　
８

９

０

１

２

　
３

　
４

５

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

１

１

１

１

１

許

可

病

床

数

ハ
ツ
ん
い

神精 床

感  染  症 床

核結 床

養療 床

般 床

計 床

l121

従

事

者

数

自雨医‐６

‐７

‐８

‐９

２。

２‐

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３‐

３２

３３

歯 科 医 師

薬 剤  師

看  護  師

准 看 護 師

歯科衛 生士

l131

社会保険診療

等の状況

保 険 医 療 機 関

自 由 診 療 の み

０

　

　

　

０

l141 備考

lll

科
科

科

科
科
科

科

科
科

科

ンり
放

麻
病

臨
救
歯

矯

小
歯
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1然  2否

(9)救 急 告 示 1然  2否

医 療 施 設 動 態 調 査 票 厚 生 労 働 省

注 1 新規開設の場合は、すべての項目について記入のこと。                  日本工業規格A列 4香
2 休上・廃止・再開・開設許可取消の場合は、(lX2X4X5)の各項目についてのみ記入のこと。          '
3 変更の場合は、(lX2)(4)(5)の 各項目及び(7)～①のうち変更のあった項目についてのみ記入のこと6

この調査は、統計法に基づく基幹統計を作成するために行う調査です。
この調査は、統計法に基づく報告の義務があり、報告の拒否や虚偽報告については罰則があります。




